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平成２５年第４回三笠市議会定例会 

平成２５年１２月１２日（第１日目） 

  ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

○議事次第（第１号） 

 １ 開会宣告 

 ２ 会議録署名議員の指名 

     ５番 扇 谷 知 巳 氏 

    １０番 髙 橋   守 氏 

 ３ 会期の決定 

    平成２５年１２月１２日 
                  ８日間 

    平成２５年１２月１９日 

 ４ 諸般報告 

  (1) 議会事務報告 

  (2) 教育委員会審議事項報告 

  (3) 一般行政報告 

 ５ 議  事 

 ６ 散会宣告 

  ──────────────────────────────────────── 

○議事日程 

 日程第 １        会議録署名議員の指名について 

 日程第 ２        会期の決定について 

 日程第 ３        諸般報告について（議会事務報告・教育委員会審議事項報

告・一般行政報告） 

 日程第 ４        一般質問 

 日程第 ５        例月出納検査報告について（監報第４号） 

 日程第 ６        報告第２６号及び報告第２７号について 

 日程第 ７ 報告第２８号 総合常任委員会行政視察報告について 

 日程第 ８ 報告第２９号 まちづくり調査特別委員会報告について 

 日程第 ９ 報告第３０号 三笠市市営住宅設置条例の一部を改正する条例の専決処分

の報告について 

 日程第１０        議案第６０号から議案第６２号までについて 

 日程第１１        議案第６３号から議案第６８号までについて 

 日程第１２ 議案第６９号 三笠市過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について 

 日程第１３ 議案第７０号 指定管理者の指定について 

 日程第１４        議案第７１号から議案第７６号までについて 

 日程第１５ 諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 
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  ──────────────────────────────────────── 
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       ９番 武 田 悌 一 氏        １０番 髙 橋   守 氏 

  ──────────────────────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

  ──────────────────────────────────────── 

○説明員 
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 議会事務局長  清 水 光 一 氏   議 会 係 長  坂   保 徳 氏 
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◎議長（谷津邦夫氏）  開会前ですが、取材のため、報道機関及び企画振興課から、広報

みかさ取材のため、写真撮影の申し出がありますので、許可しております。 

開会 午前１０時３０分   

──────────────────────────────────── 

◎開 会 宣 告 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  ただいまから、平成２５年第４回三笠市議会定例会を開会します。 

──────────────────────────────────── 

◎開 議 宣 告 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  日程の１ 会議録署名議員の指名についてを議題とします。 

 会議録署名議員は、会議規則第８５条の規定により、５番扇谷議員及び１０番髙橋議員

を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会 期 の 決 定 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  日程の２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 今定例会の会期は、本日から１２月１９日までの８日間としたいと思います。御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  御異議なしと認めます。 

 会期は、８日間と決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３ 諸 般 報 告 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  日程の３ 諸般報告に入ります。 

 初めに、議会事務報告については、文書御配付のとおりでありますので、口頭報告を省

略し、直ちに質問を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質問ないようですから、議会事務報告については、報告済みとし

ます。 
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 次に、教育委員会審議事項報告については、文書御配付のとおりでありますので、口頭

報告を省略し、直ちに質問を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質問ないようですから、教育委員会審議事項報告については、報

告済みとします。 

 次に、一般行政報告を行います。 

 市長から報告を求めます。 

 市長、登壇願います。 

（市長小林和男氏 登壇） 

◎市長（小林和男氏）  報告第１号市道工事について報告いたします。 

 そこに記載しておりますように、川内苗圃の沢川河川改修工事についてであります。詳

しいことについては、そこの別表に工事名、工事場所、工事概要、契約金額、工期、工事

請負人等について記載しておりますので、ごらんいただきたいと思います。 

 以上で、報告事項を終わります。 

◎議長（谷津邦夫氏）  これより、一般行政報告に対する質問に入ります。 

 報告第１号企画経済部関係について。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質問ないようですから、一般行政報告については、報告済みとし

ます。 

 以上をもちまして、諸般報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第４ 一 般 質 問 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  日程の４ 一般質問を行います。 

 一般質問については、武田議員ほか３人からの通告がありますので、通告順に従い、順

次質問を許可します。 

 ９番武田議員、登壇願います。 

（９番武田悌一氏 登壇） 

◎９番（武田悌一氏）  平成２５年第４回定例会におきまして、通告に基づきまして質問

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 最初に、ジオパーク構想についてお聞かせいただきたいと思います。 

 この質問につきましては、昨年の９月議会においても、運営主体と運営拠点の考え方、

観光ガイドの考え方、想定される効果と発生する財政負担の考え方ということで質問をさ

せていただきました。 

 市内の関係施設との連携を図りながら、将来的には行政以外で運営を行いたいというこ

となど、ある程度の回答はいただきましたが、具体的にはまだ何も決まっておらず、まず
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は全力で指定を受けることについて努力するということでありましたので、認定されたこ

とを受け、改めて質問させていただきます。 

 私ども三笠市議会といたしましても、ことしに入り、７月には遠軽町の白滝ジオパーク

を初め、先月には新潟県糸魚川市と埼玉県の秩父市のジオパークについて視察をしてきて

いるわけでありますが、先進地での取り組みや考え方を聞かせていただくことにより、今

後、三笠市のジオパークが認定されたことによって、想定されてくる課題や問題点、そし

て将来への展望などを見据えながら、ジオパークによる効果について期待していきたいと

思っております。 

 また、今回の通告質問については、他議員からも同様の通告が提出されておりますので、

私なりの感度で再度質問させていただきますが、認定後から現在までの取り組み状況につ

いて、また今後の考え方についてお聞かせいただきたいと思います。 

 ２つ目の質問でありますが、住環境についてお聞かせいただきたいと思います。 

 最初に、公営住宅についての考え方についてでありますが、当市には、平成２５年２月

現在において、市が管理する公営住宅と改良住宅があり、その市営住宅の合計は３８９棟

２,３２８戸であります。また、そのほかに道営住宅１団地４２戸となっており、全供給

戸数は２,３７０戸となっておりますが、現在、公営住宅の入居者数合計は１,２７６人で

あり、世帯人員別での入居状況については、１人世帯が６３１戸で最も多い割合となって

おります。 

 また、公営住宅入居世帯中、６５歳以上の高齢者を含む世帯数は８５７世帯あり、その

中でも高齢者の単身世帯数は４３８世帯と、１人世帯の５１.１％を占めております。高

齢で単身者の方ばかりが多く、逆に若い世帯の人が極端に少なければ、町内会の活動を初

め何か災害が発生したときの対応など、地域としての活力は乏しいものになるのではない

かと思うのであります。 

 また、高齢者世帯の入居割合が高い団地として、青山町団地の８５.７％や金谷町団地

８２.７％、住吉町団地８１.７％などがありますが、三笠市のマスタープランにおいて、

これらの地域については住みかえ促進による地区内集約を図るとされております。 

 私は、これらの地域については、現在商店などもない、また病院からの距離もある、移

動するには交通機関を利用しなければならない方が多いということを考えた場合、高齢者

の方々にとっては今でも大変暮らしにくい生活環境の中にいるのではないかと思うのであ

ります。高齢者の方が安心して暮らせる住環境の整備について、しっかりと考えていただ

きたいと思いますので質問させていただきますが、これからの公営住宅の考え方について

お聞かせいただきたいと思います。 

 次の質問でありますが、持ち家の住みかえについての考え方についてお聞かせいただき

たいと思いますが、平成２２年の国勢調査によりますと、三笠市に住む人の持ち家世帯数

は２,８５０世帯ありますが、そのうち６５歳以上の親族のいる世帯は、全体の６５.７％

で１,８６０世帯とされております。１世帯当たりの人員の現状では、先ほどの公営など
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の借家についてでは１.７７人とされ、持ち家では２.０７人となっているのでありますが、

持ち家世帯においても高齢の方が１人で暮らしている世帯数というのは相当数あるのでは

ないかと思われます。 

 ここ２年続いた大雪の影響などもあるかと思いますが、高齢者の方が１人で持ち家を維

持していくことが大変であるとか、ひとり暮らしもできなくなって引っ越していくという

話もよく聞くようになりましたし、空き家を解体し、更地となった場所も数多く見受けら

れるようになってきました。このままの状況が進んでいけば、市内中心部においても空き

地だらけの状態になるのではないかと大変危惧しております。 

 前にもお話ししておりますが、私は町のコンパクト化については急ぐべきだと思ってお

りますが、一度更地となってしまった土地に新たな建物を建設していくということも現実

的には大変厳しいと思っておりますので、私は、空き地とならないような政策、つまり空

き地にしないような政策についても検討していただけないかと思っております。 

 そこででありますが、今年度より滝川市において既存住宅の有効活用と住宅産業の活性

化を図るということで、一戸建て住宅での暮らしが難しくなった高齢者世帯を対象に、サ

高住への転居を促し、住みかえで空き家となった住宅を子育て世代に提供するという事業

を始めております。 

 売り家が多く、貸し家が少ないという当市の現状を考えた場合、サ高住への住みかえを

推奨するかしないかというのは別としましても、公営住宅などにも転居ができるとすれば、

それなりの効果は期待できるのではないかと思うのであります。 

 また、現在、家を建設、または購入した場合には、建設費用や購入費用の助成金があり

ますが、私は、高齢となった方が自分の家をほかの人に貸して、さらに他人に貸し出すこ

とによって支援が受けられ、そして自分は市内で除雪などの心配もなく、安心して市内で

生活をしていくことも可能にしていくような施策についても今後検討していただけないだ

ろうかと思っております。 

 そこで質問でありますが、住みかえ支援についての考え方についてお聞かせいただきた

いと思います。 

 最後の質問でありますが、三笠高校についてお聞かせいただきたいと思います。 

 三笠高校については、開校以来、私たちが想像していた以上の成果を現段階まで出して

くれていると思っております。 

 また、ことしの学校説明会においても、昨年の参加者数である２７８名をさらに超え、

１１９の学校から生徒・保護者の合計で３６７名もの参加があり、この中には千葉県から

の参加者もいたということでありますから、来年度の入試についても定数を満たしてくれ

るものだと私は期待しております。 

 そこで、来年の春からはようやく全学年がそろうのでありますが、今後長い将来にわた

り市立三笠高校を存続させていくためには、生徒たちが卒業してからどうなるのかという

ことについて考えていくことが、これからは重要なことになるのではないかと私は思って
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おります。 

 高校生レストランというのは、町の活性化にもつながると思いますし、生徒たちのモチ

ベーションを高めるため、また学校のＰＲのためにも今後は必要になり、取り組んでいか

なければいけないことだとは思っておりますが、その前に、生徒たちが進学するとしても、

就職するにしても、卒業後にどうなるのか、将来的に希望どおりの絵を描くことができる

のかということを最初に考えてあげることが大切であると私は思っておりますし、そのた

めには、できる限りの支援はしていこうという姿勢が大切ではないかと思っております。 

 生徒たちが夢の実現へと向かっていくために、多くの市民の理解と協力のもと、無事に

高校を卒業し、将来は立派な調理人として活躍していただけたらよいのではないか、そし

て、将来的には、三笠高校という地域のブランドをうまく活用したまちづくりができれば

よいのではないかと私は思っております。 

 そこで、若干まだ時期的には早い質問かとも思いますが、私は、来春３年生となる第１

期生からしっかりと支援していくことが今後の学校運営にも必要なことだと思っておりま

すので、質問いたしますが、卒業後の就職・進学に対する現在の状況と、今後における支

援体制の考え方についてお聞かせいただき、以上で壇上での質問を終了させていただきま

すので、御答弁のほどよろしくお願いいたします。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  私のほうから、まず１つ目に、ジオパークの関係につい

て、お話をさせていただきます。 

 ジオパークの認定から現在までの取り組みの状況ということでございますけども、まず、

今年度の取り組みといたしましては、周知活動といたしまして、広報みかさ、またイオン

のＰＲブース、盆踊りなどの各種イベントへの出展、またポスター、ホームページ掲載な

どを実施してきたというところでございまして、これ以外にも、一般を対象といたしまし

たジオツアー、また教員向け・三笠高校生向けのツアーなども実施してまいりまして普及

に努めてきたというところでございます。 

 また、幾春別地区や各団体への説明を開催して、理解をいただくための活動も実施して

きたというところでございます。 

 そのほかには、幾春別エリアのゾーンになりますけども、ここの解説板の設置ですとか、

炭鉱遺産の環境整備、また博物館内にＰＲコーナーの設置をしてきて、来訪者を受け入れ

る体制の強化を図ってきているというところでございます。 

 認定後の具体的な取り組みといたしましては、今ほどお話しした以外にも、例えばジオ

弁当の開発、また商工会事務局との食開発の協議と、それ以外にもピンバッチによるＰＲ、

また現在取り組んでおります三笠高校生とのジオスイーツの開発と、三笠中学校生徒が実

際にガイドいたします解説員の授業化、最後になりますけど、市内小学校、中学校におけ

ます地域科へのジオパークのカリキュラム化の協議と、これがジオパークの活動に今後必

要となります「食、教育、ガイド」などのテーマにつきまして新たな取り組みを進めてき
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ているところということでございます。 

 次に、ジオパークの今後の考え方ということのお話でございますけども、今後につきま

しては商工業、また観光など、それぞれの分野がジオパークというテーマで活動し始めて

いくと、そこでいろいろなものが生まれてくるだろうというふうに考えておりますけども、

今現在はそれぞれの分野がどうやってジオパークというキーワードを自分たちで活かすこ

とができるのか、模索して取り組んでいるというところでございます。 

 私たちといたしましては、全市的な盛り上がり、これを一気につくり上げれば望ましい

ということは考えておりますけども、まずは商工会と連携いたしまして、「食」という

テーマに取り組んでいきたいと考えております。 

 まちの地域活性化につきましては、やはり商工業が盛り上がることが基本ということが

ございますし、食における効果をつくり上げて次につなげていくこと、これは全市的にも

ジオパークの効果を目に見えて表現していくのかなというふうに考えております。 

 あと、交流人口の増加を目的として一般のツアー、これはもちろんですけども、教育観

光として近隣市町村の小学校、中学校、高校生などに来ていただけるよう、現在、各ジオ

パークのエリアを楽しく学べるようなコースづくりを進めておりまして、少しずつではあ

りますが、総体的に取り組んできているという状況でございます。 

 次に、市営住宅の今後の考え方ということなのですけども、以前にもちょっとお話しさ

せていただきましたが、総合生活対策会議という会議を庁内の組織で設けまして、基本的

に市営住宅、中心部に一括集約できないかということも含めまして、いろいろ議論してき

たという経過がございます。 

 ただ、中心部に皆さん来ていただくとなりますと、その受け皿ということで、市営住宅

なりの建設が必要になり、このために数十億円のお金がかかるということもございまして、

その中の結論といたしましては、まずは地区内集約を進めようと、あと中心部につきまし

ては榊町団地の建てかえ、ここを進めていくという考え方で、現在もそういうことで進め

ているところということでございます。 

 次に、住環境の関係でございます。住みかえ支援の関係ということでございますけども、

この支援というのはいろいろな考え方があると思います。例えば、今現在、私どもが行っ

ております住まいのリフォーム助成、これにつきましては、現在住んでいる方が安全で安

心な生活を送れるような住宅にするために、市のほうが一部助成をしているということで

ございますけども、例えば、空き家なんかに対してもどうなのだろうという考え方もある

と思います。空き家をリフォームして、そこを借家等で活用するということも考えられま

すけども、今このリフォーム助成が、実は本年度の予算になりますけど、約１,７００万

ほど持たせていただいております。 

 ところが、ここ一、二年の大雪の関係もあると思いますけども、実はことしも８月の時

点で、もう受け付けが終了したということがございまして、まず当面はこの制度をしっか

り取り組んでいきたいというふうな考え方を持っております。 
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 次に、私ども三笠高校の卒業生の関係でちょっとお話をさせていただきます。 

 卒業生が市内での事業展開なりをされるということ、地域のにぎわいですとか若者の定

住につながっていくということがございまして、卒業生の力を活かした「まちづくり」を

今現在大いに期待しているというところでございます。 

 また、事業を進めていく上で、行政の支援を初め、商業者ですとか市民のサポートも必

要になってくるだろうということを考えてございます。 

 今、現行の行政支援としましては、三笠市商工業活性化やる気応援補助金というのがご

ざいまして、これにつきましては起業化促進事業と、あとは事業承継事業、また空き地空

き店舗活用事業などの３つが該当してくるだろうということで考えておりまして、あと、

これ以外にも、三笠市商工業等元気支援補助金といたしまして、例えば施設の新設、増設

ですとか、それらの投資額に対する５％の補助金、また施設の固定資産税、これの軽減措

置などがございます。 

 今後につきましては、卒業生が地元に就職したり、一定の経験を積んだ後に、三笠で例

えば開業するということにつきましては、これからのまちづくりに直接つながっていく重

要な取り組みということで考えておりまして、そのためには、現行の初期投資に対する支

援、これ以外にもやはり卒業生が事業を継続していける支援というのも必要になってくる

だろうというふうに考えております。 

 ただ、一方で、地元の商工業者さんの兼ね合いもありますので、そこにつきましては商

工会とも十分議論をさせていただいて、例えば後継者対策であります事業承継ですとか買

い物対策など、市民の利便性につながるような取り組みに対しては手厚い支援も必要かな

というふうに考えております。 

 いずれにしても、今後どのような行政支援が必要なのか、十分に検討を進めていきたい

というふうに考えております。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏）  三笠高校事務長。 

◎高等学校事務長（堀籠秀樹氏）  私のほうから、三笠高校についての生徒の卒業後の就

職、進学に対する現在の状況につきまして御答弁申し上げます。 

 本校の第１期生であります２年生につきましては、現在４０名在籍してございます。就

職と進学の割合につきましては、就職が約６割、進学が約４割の状況でございます。 

 進路に関します現在の取り組み状況でございますが、ことしの夏休みに、まず、生徒が

将来を見据えまして、みずからの希望する職場で、インターンシップと呼ばれる就業体験

を実施してございます。その結果、おおむね、どの企業からもよい評価をいただいてござ

いまして、そのまま就職につながるような企業も出てきております。 

 現在、それぞれの生徒の進路先の確認を行っているところでございまして、冬休み後ま

でに個人面接の中でより進路先を具体的にいたしまして、来春には保護者を交えましての

三者懇談を実施いたしまして進路先を決定することになります。既に進路先がはっきり、
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こういうところにしたいという希望がはっきりしてる生徒につきましては、就職、進学と

もに、現在企業等に働きかけを行ってるところでございまして、そのうちの幾つかの企業、

大学からは採用等の内諾を得ているところでございます。冬休み明けには企業訪問等につ

きましてもさらに広げていきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  今答弁いただきました。ありがとうございます。また、再度若干

質問させていただきたいと思います。 

 まず最初に、ジオの関係でありますけれども、こちらについては本当に９月２４日無事

認定が決まったこと、まずは大変ほっとしております。本当に私どももこれからどのよう

にジオを活用したまちづくりができるのか、大変期待したいと思っているところでありま

すけれども、そこで、昨年質問させていただき、副市長のほうから、まずは認定されるこ

とが第一だよという最後に話をいただきました。そのとおりなのだろうなと思いましたの

で、認定受けた後、今現状どうなってるかということで再度質問させていただいてるわけ

ですけれども。 

 それで、９月２４日認定を受けた後、市内多くの商工業の地域において、認定されまし

たというポスターは、認定後すぐ張ってくださいという指示がありましたので、あちこち

に認定ポスターは張られております。そこで、ポスターは張られたのですけれども、その

後なかなか形が見えてきてない、具体的にというか、市民の方で、認定になったのだよね

という声は聞きます。でも、いまだに市民の方の多くは、ジオパークって何、いまだにそ

ういう話があるのですよ。そういうことを考えた場合、周知の仕方が大事なのだろうな、

機運をどうやって盛り上げていくのだろうなという意味で考え方をちょっと聞かせていた

だきたかったのですけれども。 

 今、周知の関係、各団体への説明をしているという話はありましたけど、具体的にはい

つぐらいから周知、認定になってこういうふうに盛り上げていきたいのです、周知こうし

てくださいという、具体的に何かどういうことを取り組んだのか、中身ちょっと教えても

らえますか。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  市民周知という意味では、広報みかさ。 

◎９番（武田悌一氏）  それはわかるんですよ。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  これを毎月行ってまいりまして、その後に幾春別の連合

町内会、こちらのほうでぜひ話を聞きたいということがございまして、ことしの７月に今

説明をしてきたというところでございます。 

 また、それ以外にも学校等に行ったり、各種イベントのときにいろいろなブースを設け

まして、そこに来ていただいて、ジオパークに対する説明を行ってきてるということでご

ざいます。 
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◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  それで、やはり市民的な機運を盛り上げるって考えた場合、一番

簡単なのは、ここに経済効果が発生するかもなって期待する商工業の人をいかに早い段階

で巻き込んでいくかということが僕は重要なのかなと思うのですよ。ジオを活用しながら、

ひょっとしたら商売うまく使えるかもしれないという意味においては、本当に商工業のほ

うとの連携というか、その辺がすごく大事になってくるのだと思うのですよね。 

 それで、先ほどの話でジオ弁という話が、認定後できたという話があるのですけれども、

私ども議会としましても、あちこちいろんなジオパーク視察行きました。その中でやはり、

三笠で考えてるジオ弁みたいようなもの、要は、食を市内の飲食店いろいろなところで、

例えば、糸魚川でしたか、市内２７店舗ぐらいのところでみんなジオ弁当。要は、最低限、

このジオ弁をつくるに当たって、これとこれとこれは食材入れてくださいよというような

感じで、各自商売をしていただいているというのがあるのですけれども、現在、このジオ

弁当考えているのは、どういう考え方でジオ弁当をつくって、逆に商工業との連携という

のまで話進んでいるのか、その辺ちょっと、ジオ弁の関係で今の流れを教えてもらえます

か。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  今議員言われるように、確かに今の振興開発の会社でま

ずつくっているということでございまして、１個９００円、お茶を含めてですが、ちょっ

とボリュームが多いということもありまして、今、小さいものもつくれないかということ

は具体的にやっております。 

 あと、今、議員言われたように、確かに素材を例えば、今使ってますエビですとかホタ

テですとか、いろいろ三笠の例えば化石にちなんだものということで使っておりまして、

そこのところを何種類か決めまして、それを各店舗でそれぞれに工夫をされて同じような

取り扱いができないかというのがまず一つ考えてることがございます。 

 あと、例えば、まだはっきり決まった話ではありませんが、例えばカレーライスござい

ますね、このカレーライスをジオのサイトになっておりますダム、桂沢ダムがございます

けども、そこをイメージした形で各食堂のほうで取り扱えないかとか、その辺を商工会の

ほう含めて今協議をさせていただいているというような状況です。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  ジオ弁当は今振興開発でやってる、後々は商工会のほうに話を進

めていきたいのだということなのですけど、僕は、やっぱり一番このジオ弁当を頑張るべ

きだと思うのですよ。これジオ弁当を振興開発だけでやってても、多分市内の人誰も買う

ことができない。あるのか知らない。となれば、ジオツアーに来た人だけがジオ弁当って

あることを知るというような状況になるのではないのかな。 

 それこそ、秩父市でジオパーク視察行ったときにあったのですけど、職員の人がジオ

パーク認定になってることを知らないというような話があったのですね、秩父のジオパー
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クでは。でも、そうやって考えたら、三笠、今さら聞けないけど、ジオ弁あったのですね

というような話になるのではないかなと思うのですよ。やっぱり、今後商工会を通じて商

品開発したいといっても、実際にはもう認定になってるのですよ。実際には春になってか

ら、ゴールデンウイークあたりから人の流れは活発になるのかなと思うのですけど、それ

までにしっかり、どういうものをどれぐらいの規模でどの範囲で、商品として成り立つの

か、ある程度のそこを一生懸命今早い段階でやっていかないといけないのかなと思うので

す。実際、商工会のほうから、私ども一般商店には多分連絡が入っていないのだと思うの

です。少なくとも私には来てません。となれば、行政の内部と商工会の事務局レベルの話

でとまってるのであれば、現実、来年春、いざ、お客さんを迎えようという段階で、ジオ

関係の食材は広まってないのではないかなという危惧があるのですけど、この辺、今後ど

うなるかというのも含めてですけど、これ簡単にスケジュール的にいったら、いつぐらい

までに商工会とすり合わせて、それに協力してくれそうな先と、いつぐらいまでに煮詰め

て、どの辺を、要は三笠市のジオの食材としてのスタート地点として考えてるか。僕は

ゴールデンウイークが始まるときに考えるのでは遅いと思っているので、ちょっと早目に

その辺の考え方を聞かせていただけますか。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  まず、ジオ弁当の関係からちょっとお話しさせてもらい

ますけども、このジオ弁当ですね、ＰＲが足りないということも今ございましたけども、

実は９月からつくりまして、現在までに約５００食出ております。これは市内の各団体で

すとか、そちらのほうからもいろいろ試食してみたいということがあります。狭い、ＰＲ

が足りないと言われればそれまでかもしれませんけど、広がるところには広がってるのか

なというふうには思っております。ただ、今後もできるだけ皆様に知っていただく努力は

していかなければないのかなというふうには思います。 

 いつぐらいまでに具体的にどうしていくのかということなのですけども、議員言われま

すように、確かにもう来年の雪解けからお客さんが入ってくるだろうということで想定し

ておりますので、できるだけ、年度内と言わないで、来年年明けですね、もう１月なり２

月ぐらいなりに一応形がまとまるようなことで商工会のほうなりと協議を進めていきたい

というふうに思っております。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  今答え聞かせていただいて、部長と若干僕の捉え方の感度が違う

のかなと思うのですけど、ジオ弁つくって各団体に試食していただいた、それはいいので

すよ。要は、このまま今の状況でいくと、振興開発株式会社さんはジオ弁が何となく５０

０食ぐらい出たのかもしれないですけど、地域の一般企業なり商店なり、何もジオパーク

を通じての効果が生まれてこないではないですか、今現在は。その準備を僕は早目にでき

ないかというような思いなのですよ。だから、１月か２月にまとめるのは、それでまとめ

られればいいのですけれども、食材、だからある程度素案というのを早急にでもつくって
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いただいて、まず試しにつくってくれというところからいかないですか。でないと何か春

まで間に合わないような気がします。 

 余りジオの関係について長く質問してて、この先困ったらあれなのですけど、ちょっと

簡単に、そういう僕の思いなのですよね。やはりこういう経済の部分からやっぱり盛り上

がっていくと、一番機運としては早いのだろうなと思うので、この辺ちょっと端的にぽん

と答えをいただけるとありがたいのですけれども。 

◎議長（谷津邦夫氏）  副市長。 

◎副市長（西城賢策氏）  御心配いただいてありがとうございます。ただ、そんなに簡単

に広がるものではないと僕は思ってるのですよ。つまり、ジオパークの認定受けたけども、

それは既存のもので、新しいとてつもないものをつくったわけではありませんから、既存

にあったものについて、それらをつなぎ合わせる要素としてジオパークというの認定を得

たということです。 

 つまり、前にも申し上げましたけども、ジオパークそのものというのは、何も新しいも

のをつくるというのが基本でありませんから。つまり、三笠の過去の歴史全てがジオだと

いう考え方なのですよ。歴史なのですよね、そもそもは。三笠というのは、ちまちました

細かい観光施設があったけども、これらがなかなか活かされてないと、集合のパワーを持

たないということで、それらをつなぎ合わせることによってパワーを持つのではないかと

いうことでジオの認定を受けたと、こういうことです。ですから、突然大量に人来ると私

思ってません。来年になっても、まあ、ぼちぼちは来ていただけるのかしれませんけども、

それを拡大して一挙にということではないと。 

 ですから、ちょっと答弁も申し上げましたけども、やっぱり修学旅行、見学旅行あるい

はバス旅行等々をターゲットにして、まあ、うちはあくまでも教育観光、学術的観光とい

うのが基本ですから、そういった分野でいらしていただく方にプラスアルファ一般の方々

がいらしていただけるというものをつくり上げていくというのが基本だと思います。これ

は、スキー場を再生したときにもそういう考え方を私申し上げて進めてさせていただいた

という経過があります。それをしっかり今後もやっていくということで。 

 あと具体的には、武田議員のおっしゃられる中身よくわかるのですが、私どもももちろ

ん、ある意味、ジオ弁当をつくったというのは、きっかけをつくりたいと、試作をしたと

いうことなのです。それにたまたま５００食ぐらいの話があるということなので、ぜひそ

の辺商工会の皆さんも御議論いただいて、私ども行政でやれることは限りありますから、

ぜひ力をかしていただいて、そこのところは商工会内部でもそういうコンペをやったり何

かしながら新しいものを見出していくという御努力もいただければありがたいと。そんな

こともきっかけにしたくて、部長のほうで今商工会とやっているということでございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  わかりました。そういう副市長の答弁でありますので、そしたら、

私も商工会の会員でもありますから、まずは商工会なりに自分たちでこういうことも考え
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ようやという提案はしていかなければいけないのかなとは思います。ただ、行政のほうか

らも、早目に、できれば動きは見せていただきたいと思います。 

 そして、あと、これ、たまたま糸魚川、うちらが行政視察で行ったときに、実は着いて

まず糸魚川市に入りまして、一番最初に、朝から出ていったのですけれども、ちょうど昼

食時になったということで、予約をしていた食堂に行ったのですけれども、座席に実はこ

ういうカード、ウエルカムカードが市長名で置いてありました。すばらしいなと。心遣い

が感じられました。こういうことは予算も大したなくてもすぐできるのではないのかな。

こういうことも参考にしていただいて、多分、団体で視察に来るとかなれば、ある程度予

定はわかりますので、こういうような取り組みをして、やっぱり来ていただいた人が少し

でもいい印象で帰っていただけるような取り組みについては、まず考えていただきたいと

いうことだけ言っておきたいと思います。 

 それで、ちょっと、まあ、ジオ弁の関係とかその辺はいいのですけれども、それで若干

やっぱりまだ気になっているのが、結局どこが主体になってどういうふうな取り組みをす

るのか。去年の話では、多分商工観光課が担当していくだろうというような考え方だった

と思うのですけども、ここで前回のときにも本当にそれで職員の方大丈夫ですかというよ

うな質問は僕させていただいたのだと思うのですけど、別な部署、ほかのところいろんな

ところ視察行ったら、やっぱり推進室なり何なり別の部署をしっかりつくって、産業部門、

特に専門の職員の方を配置してやってたのですけれども、この辺の考え方、ちょっと聞か

せていただけますか。 

◎議長（谷津邦夫氏）  副市長。 

◎副市長（西城賢策氏）  これ全体の人員配置の問題がありまして、今職員の採用試験等

を行っている最中で、第１次をやったのですが、今、もう一つ第２次に今取り組んでいる

ところです。私どもとしては、基本的には、今おっしゃられたようなジオパーク推進室的

なものを設置したいなというふうに今思ってますけども、それにしても全体の組織の中の

どこにそれを位置づけるのかということが大事ですし、なお今、私のほうで検討してる最

中です。それら方向は恐らく３月の議会でお示しすることになると思うのですけど、今の

ところはそういう方向にあるというふうにお考えいただいて、その名称等はどうなるかわ

かりませんけども、できるだけわかりやすい名称にして取り組んでまいりたいというふう

に考えております。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  今の現段階ではその程度の答えしか当然出せないのだろうという

のは理解してるのです。それで、これ答弁は要らないですけど、僕の感覚です。今年度か

ら実は、結局ジオの関係は観光とか多くなところと連携していかなければいけないのだと

思うのです。その中でことしの春から、たしか観光協会の事務局長というのがなくなって、

商工会の事務局長が兼務になったということがあるのですけど、実際私も内部のほうから

ちらちらっと見せていただいて、やはり兼務というのは正直厳しいなという認識です。実
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際には想定していたよりもっともっと厳しい。だから現場が困ってました。逆に結局のと

ころは、行政のほうというか、商工会にいたしましても、結局、土日祝、基本休みなので

すよ。今後、そういうのが、ジオの関係、ジオツアーとかいろんなのが入ってきたら、や

はり専門のところ、民間というか、そういう形でやらないと、やはり厳しいのだと思いま

す。 

 観光ＰＲの話になってきますので、ちょっと話ずれちゃうから答弁は要らないですけれ

ども、思いとしては、私、ことしも札幌市ですとか小樽市、苫小牧市等いろんなイベント

出てきました。すごく周りの人に言われたのもあったし、自分で気がついたのもあるので

すけど、小樽市、苫小牧市、ここ、札幌市もそうですけど、隣の岩見沢市長、また美唄市

長、また職員も当然ここの２カ所は来てますし、札幌に行ったときのイベントでは、夕張

市では市の職員の方、連日１０名近くいました。どういう協力体制を得てるかわからない

ですけど。そういう中で、やっぱり三笠市さん、ＰＲ、あんまり観光、力入れてないのだ

ねって、僕すごく言われたのですよ。そういうのもあるものですから、やっぱり今後ジオ

を目指していく上では、そういう外に向けたＰＲというか、情報発信も必要だと思います

ので、そうなればやっぱり事務局長、兼務であるとかなんとかというのは多少無理がある

かな、そういう思いだけでありましたので、その辺を参考にしていただいて、３月議会の

ときまでにでも組織の考え方がわかればいいかなと思います。ここ答弁要らないです。 

 それで、ジオばっかりできませんので、次、住環境の関係に進みたいと思います。 

 この辺なのですけれども、実は、先ほど言ってるように、半数以上の方がもう高齢者に

なってます。どうなのかな、公営住宅の入居条件、広報みかさに今回も出てたのですけれ

ども、入居条件、１番の税金などの滞納がない方、住宅に困ってる低所得者の方、以下、

暴力団員でない方、犬猫云々かんぬんとずっと７項目ぐらいあるのですけれども。 

 今回のを見ると、入居条件の中に７番目に単身の方の入居不可となっております。なっ

てるのですが、ここのところに米印で初音町団地は単身者世帯でも申し込み可能と書いて

るのです。先ほどから言ってますように、今、公営住宅についても半数以上の方が単身の

方が多いです。それなのにこの入居条件の中に単身者不可と書いてるの、これはどうなの

かなという感覚があるのですよね。 

（発言する声あり） 

◎９番（武田悌一氏）  この辺、入居条件含めて検討できないのかな。実際に、単身者で

も今現在入居してる人、公営住宅にいるのではないのかなと僕は思っております。その辺

の答え、ちょっと聞かせていただけますか。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  今、広報のお話、ありましたけども、単身者の入居とい

うのは、公営住宅法によりまして、基本的に規模の小さい住宅に限って認められておりま

す。そのことについて市の住宅の設置条例の中で、２ＤＫ以下の住宅につきましては単身

者も入居できるということで現在取り扱いをしております。 
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 ただ、唐松ですとか幌内にございます改良住宅、これにつきましては空戸もかなりある

ということもございまして、そこにつきましては広い住宅でも単身者の方が入っていただ

いているという状況でございます。その広報の関係は、多分３ＤＫの募集だったので、

「単身者は」というふうに書かれてるというふうに判断してます。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  となると、今現在２ＤＫ以下で唐松、幌内は単身者がいるという

解釈なのかな。三笠市内中心部いないです。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  すいません、ちょっと説明が悪いようで。一般の市営住

宅ございますけども、そこについても、うちのほうの条例で２ＤＫ以下の住宅については

単身者の方も入居を認めているということでございます。それ以外に改良住宅の場合につ

きましては、空戸等もあるものですから、例えば３ＤＫでも入居していただいているとい

うふうな状況でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  であれば、今市内中心部においても２ＤＫ以下であれば単身者の

方も入れるのかな、ですよね。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  ２ＤＫ以下であれば。ただし、住宅によっては募集停止

ですとか、入居の申し込みが多ければ抽せんになったりとかということはございますけど。

あと、単身者の方がかなり見受けられるのは、もともと２人なり３人なりで入っていた方、

この方が例えば誰か亡くなられまして１人になってるという方も相当いるのかなというふ

うにはちょっと思っております。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  今の話を聞いて、やっぱりそうなると、この入居条件のとこ、⑦

の単身者の方の入居不可というのが若干やっぱり気になるのですよ。実際に私も見てます

し、聞いてる話もありますけれども、やっぱり１人の方で入ってる方もおりますから。そ

れが２ＤＫ以下なのか３ＤＫ以上なのかというのはわからないですから、だからそういう

意味ではかなり市民の中にも誤解を招いてしまうのではないかなと思うのですけど。この

辺何かうまく整合性を持たないと、勘違いされていってしまっても困るので、その辺が何

とかならないのかなと思うのですけれども。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  議員言われるように、確かにわかりにくい表現になって

るのだと思います。今後、もっとわかりやすいような表現の仕方で広報のほうを周知させ

ていただきたいというふうに思います。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 
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◎９番（武田悌一氏）  であれば、単身者の入居の件は理解いたしました。 

 それで、先に入居条件の話でいくかな。ちょっと一軒家の話でもいいですか。入居条件

の話から。多分、入居条件の中に住宅に困ってる低所得者の方とあるのですよ。これどう

なのかな。要は、一軒家持ってますよね、一軒家の方は今基本的には入れないのですよね。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  通常の持ち家で特に問題なく住まわれてる方につきまし

ては、入居条件にはかなわないと。ただし、例えば住宅等が古くなってまいりまして、入

居するにも危険ですというふうな場合につきましては、市営住宅に入ってからそれを解体

するということを前提には入居はしていただいているケースはございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  となれば、実際に家を解体するという条件のもとに、現在一戸建

てを出て公営住宅に入居してる方はいるということですね。 

 実は、僕の知ってる方では、売買してその後入居された方がいたかと思うのですけど、

いないですか。逆にちょっと、僕はいたのではないか、僕の認識不足だったらごめんなさ

い。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  今言いましたように、例えば古くなってきて危険で入ら

れる方で、それは壊すのが前提ということでございまして、例えば売買の場合もございま

す。例えば売ったと、今持ってる家を売りましたと。それはいろんな家庭の事情があると

思いますけども、その上で、要するに売買したということを証明していただいて、市営住

宅の申し込みというのは受けてるのはございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  となれば、持ち家を売って市営住宅、公営住宅に入居することは

可能なのですね。実際には。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  はい、売買契約書の写しなりをいただきまして。 

◎９番（武田悌一氏）  それならわかる。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  で、申し込みして入られてる方はおります。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  実際家を売って公営住宅入れれば、やはり家を持ってて高齢者の

方一番何がきついかといったら、冬場の除雪、維持管理も含めて、そういうことだと思う

のです。今の部長の答弁で、家を売って公営住宅に入れるのであれば、この入居条件の②

住宅に困ってる低所得者の方、これも何か微妙に、少しどうなのかなと思うのですけど。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  個人の方が家を売買されるというのはいろいろな事情が

あると思います。その中身が何かというのは、うちのほうでそこまでは確認しておりませ
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んが、実際には、例えば売買しなければならない状況なのだと思います。そのことによっ

てそこの家を出なければならないということを考えますと、やはり住むところに困るとい

うことですから、それに該当して入居させているということでございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  わかりました。 

 そしたら、まず、三笠市って公営住宅の借家率って３３％、大変、旧産炭地、皆さん高

いのですよね。資料いただいたら、夕張市５割とか赤平市４割とかって考えたら、高いの

ですけれども、そういう意味で僕本当は地区内集約していって、これずっと、将来もずっ

と３割ぐらい、うちのまちとしてはかかる経費も負担していかなければいけないのかなと

いう考えの質問もしようかなと思ったのですけど、何か、今聞いていくと、逆に一戸建て

の方も家を売ったら公営住宅入れそうだといったら、このパーセンテージを減らすという

ような問題、もうちょっと先でもいいのかなと思うのですけど。 

 先にちょっとサ高住、先ほどありました。これ滝川市の、ことし４月からやってるやつ

なのですけど、要は、家を維持できなくなった方がサービスつき高齢者住宅、いわゆるサ

高住に転居しますよといった場合、１世帯当たり１３万円いただけるのです。さらに、こ

の家を賃貸などに貸しますよと、協議会に登録するとさらに２０万円いただけるそうです。

つまり７０万円になるのかな。当然サ高住とかに移動しても、そんなに経済的な負担ない

から、これは行きやすいのかな。 

 実際、滝川市では今現在、これ３月の時点で６０戸ほどあって、さらに今年度中に２棟

で１００戸完成する。まさしく空き地もなくなるし、逆に地元の業界にとっても大変あり

がたいのだな、この政策はありがたいのだな。逆に、これ登録した家を借りる人もどうな

のかなと思ったら、家賃補助あるのです、やっぱり。月額２万５,０００円を上限に３年

間、収入に応じて家賃の３割、４割を受け取ることができるとなってるのです。これうち

のまちで考えていただけたら大変ありがたいな。公営住宅のほうに、家を売って引っ越し

される方もいいのですけれど、結局、家解体して空き地になっちゃったら、どんどん歯抜

けな町になっちゃうのですよ。何ぼ地区内集約しながら町の中心部に人を集めてきたって、

スクラップ・アンド・ビルドで次から次、あいてるところに新しいものが建てばいいので

すけど、黙ってたってなかなか建たないですよね。そういうことを考えたら、こういう方

法はちょっと検討していただけたら、大変僕個人としてはありがたいなと思うのですけど。 

 今現在、住宅リフォームやってるというけれども、これだって時限つきですよね。平成

２７年でしたか、２８年でしたか、それぐらいでは、もう多分あとちょっとで終わっちゃ

うのだと思うのです。今後これを継続するかどうかというのは、その時期になったらまた

判断されるのだと思うのですけれど、住宅をリフォームするだけではなくて、こういうよ

うな住みかえによって若い人に一戸建てを持ってもらうという考え方があってもいいので

はないかなと思うので、ちょっとそこだけ、この問題、最後にちょっと聞かしてください。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 
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◎企画経済部長（中沢敏男氏）  今滝川市のちょっとお話が出ました。が、私もそれをち

ょっと中見てて、滝川市は大したものだというふうにすごく思っておりました。 

 ただ、今うちの実態としては、まずその住宅リフォームなり、そちらのほうに力を入れ

ていくべきというふうなことで考えておりますので、今後の研究課題としてはやっていか

なければならないかなと思います。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏）  小林市長。 

◎市長（小林和男氏）  ジオパークについて、先ほど、質問者は余り納得したような顔を

してないので、私のほうからお話しさせていただきますけども。 

 今回、ジオパーク認定いただきまして、それから現地審査された委員の方々からも、終

わってから懇談させていただいたりして、これから三笠のジオパークを進めるに当たって

ということで、いろいろ知恵をいただきました。 

 その中に、今お話ありましたように、ジオパークイコール観光とか、ジオパークイコー

ル経済効果だとか、そういうものを総合的に考えて三笠としてどうすべきなのかというこ

とは常にやっぱり意識して持つべきだ。 

 私たちは、ことし９月に認定を受けました。４年後にまた再審査あって、さっぱり動い

てないといったら首になっちゃうのです。ですから、今考えてるのは、先ほど答弁があり

ましたように、副市長のほうからもありましたように、やはりこれはかなり重みのある仕

事ですから、やっぱり片手間でやれる代物ではないなというふうに思ってますから、この

春の段階での異動や採用含めて考えていきたいと思っておりますし、うちは６つのジオサ

イトがあるのです。このジオサイトについてやはり十分理解しておかなければならないわ

けですから、しっかりとしたガイドの養成ということもかなり当面の課題として出てきて

いるわけです。 

 それとまた、今言ったように商品開発をして、見ていただいた後帰り際に三笠のジオサ

イトを見てきたお土産だということで弁当買って帰るだけではどうもないですから、例え

ばジオまんじゅうとかジオ煎餅とか、ジオもなかとかというものを開発していくという、

そういう方法も次の手だてとしてやっていかなければならないだろうし、また中には並行

してやらないとならない。 

 それから、主に学術的なものが中心になってますから、高校生とか大学生が毎年ぱらぱ

ら来ておりますけれども、やっぱりそうしたものをしっかりと高校や大学に対してＰＲを

していくということも当面課題だと思っております。そういうものを総合的に今プランニ

ングしてる最中でありますので、また改めてこの機会ありたいと思っております。 

 それから、市民に対する周知って、これなかなか難しいのですね。そんなこと言ったっ

て、毎月の広報に書いてるではないかと、読まないのはおまえが悪いのだということでは

なしに、やはり場合によっては単独で何ページかのチラシをカラー刷りでこんなジオサイ

トがあります、こういうものをほかの町の人たちにぜひ見ていただきたいと、そういうよ
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うなパンフも市民の皆様方にやって、市民一人一人が私はジオの案内人になって、あるい

は支援していただきたい、そんな思いですので、それはこれからしっかりとつくっていき

たいと思ってます。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏）  武田議員。 

◎９番（武田悌一氏）  市長から想定外のところでお答えをいただきまして、まずはすご

くありがたいのですけれども、市長が答弁してる間にチャイムが鳴ってしまいましたので、

最後にちょっと三笠高校のことだけちょっと触れたいと思いますけれども。 

 やっぱり、きのうも道新に記事出てましたよね。２年連続農林水産大臣賞、すごいなと

思うのです。今のところは。先ほど登壇でも言いましたけど、来年も三笠高校受けてみた

いという人がどんどんふえてきている。多分今度の入試も４０名定員はいくのだろうなと、

３年生まで１２０名しっかりそろうのだと思います。ただ、この後が問題なのですよ。多

分その後、卒業生が出た後、多分学校説明会に子供たちの進路先とかって出てくるのです

よね。子供たちの目標は三笠高校に入ることではなくてプロの料理人になることですから、

ここの支援を一生懸命やっていただきたい。今までは期待値で三笠高校を受験してくれて

ますけど、今度から、就職が始まると結果が出てきますので、卒業生一覧の企業名のとこ

ろに、まさか居酒屋何とか、焼き肉何とかというところが就職先で出たら困るのですよ、

という思いなのです。だから、それなりのみんな思いを持って三笠高校には来てるのだと

思うのですよ。だから、一流ホテル、一流料亭、かっぽう料理、いろんな業種があるかと

思いますけれども、業種を差別するわけではないですけれども、少なくとも三笠高校に入

った子供たちが希望している道に進めれるようなことになるように、今からでもやっぱり

就職のことを少し動いていただきたいなと思うのです。そういう思いで質問させていただ

きました。 

 あと、将来的には、僕、三笠に戻ってきて商売したいなということを考えていただきた

いと思うのですよ。今うちのまちの飲食業やってる方も高齢な方が多いですから、やっぱ

り将来的には、三笠高校を卒業して修行を積んできました、地元に戻ってきて商売したい

ですといったときに、やる気応援の制度があるのは十分知ってます。それだけではなくて、

プラス、三笠高校を出たからというような手厚いぐらいの支援をしてやれば、ひょっとし

たら三笠の地に戻ってきて、自分商売したいなという人も出るかと思いますので、この辺

のことをよろしくお願いしまして、質問を終了します。 

◎議長（谷津邦夫氏）  何かありますか。 

◎市長（小林和男氏）  はい、議長。 

◎議長（谷津邦夫氏）  小林市長。 

◎市長（小林和男氏）  就職のことですからそのとおりです。今２年生、一生懸命先生方

も開拓しております。もう既に、先ほど話ししましたように、実習してきたところではも

う即来てくれという声がかかってるのあります。ただ、これはあくまでも本人の希望です
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から、食堂はだめだとか、焼肉屋はだめだという、職業の差別をするようなことであって

はいけないと思います。あくまでも本人の希望を尊重してやっていくと、そこだけはぜひ

理解していただきたいです。 

 以上です。 

◎９番（武田悌一氏）  はい、ありがとうございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  以上で、武田議員の質問を終わります。 

 次に、３番齊藤議員、登壇願います。 

（３番齊藤且氏 登壇） 

◎３番（齊藤 且氏）  平成２５年第４回定例会に当たり、最初に、歴史と伝統ある議場

がリニューアルされ、またさらに音楽のすばらしい文化にも触れ、新たな決意で安心安全

で誰もが住んでよかったと思える協働のまちづくりに誇りを持ち質問させていただきます

ので、御答弁のほどよろしくお願いいたします。 

 公共施設の施工と維持管理についてであります。 

 近年地球温暖化の影響と思われる自然災害が世界的規模で勃発し、本市においても昨年

と一昨年は例年にない豪雪や、時間当たり８０ミリを超える豪雨災害がありました。 

 東日本大震災や突然発生する竜巻の恐怖、フィリピンを襲った台風など、今までの想定

をはるかに超えた災害がどの地域でも起こり得る現状から、少しでも市民の生命と財産を

守るのが政治の役割と理解しております。 

 最近の新聞報道でも、公共施設の老朽化問題と対策など盛んに取り沙汰されております

が、財政面と衰退した建設業など多くの課題も残されております。「コンクリートから

人」と言われた公共工事の大幅削減から、公共施設の老朽化に伴った防災・減災対策の推

進による産業構造の変化、今後、これらの影響は出てくると思います。 

 新聞報道によりますと、岩見沢市でも国や道の工事が集中したのと、復興需要で作業員

の人手不足が原因と思われ、１１月末まで１７件の入札不調があり、１６件は再入札で受

注業者は決まったが、残り１件は年明けに再入札が実施とあります。 

 そこで、庁舎等公共施設の施工と工期の考え方ですが、１１月２２日の新聞報道を見て、

大変疑問に思いました。今までに施工業者名と関係者の氏名が新聞に掲載されたことはあ

ったのでしょうか。また、施工業者の宣伝と思われても仕方のない記事の内容です。 

 なお、施工計画です。施工計画では、９月議会から議場が使え、議場にふさわしい三笠

市内の間伐材を使用したいとの申し出もあったと聞いておりますが、記事の内容は、施工

業者が保有する岩見沢市内の山林から調達した間伐材を使ったとの記載があり、さらにコ

スト面と独特の雰囲気との業者の意見まで記載されております。耐震を目的とした施工か

らも逸脱したように思えてなりません。理事者側の見解を求めます。 

 次に、オストメイト対応トイレの施工についてであります。三笠市のオストメイト対応

トイレの普及は、他の市町村よりも進んでおり、オストミー協会の方々からも感謝の声も

聞かれます。 
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 本年６カ所目にふれあい健康センターに設置されましたが、オストメイト対応トイレを

利用される方々に対して配慮が薄らいだ気がしてなりません。 

 現在、病気で亡くなる方の３人に１人ががんと言われており、今後は半数の方々ががん

で亡くなるとも言われております。 

 以前、私の質問で、大腸がんや膀胱がんでパウチをつけている方が、市内で４２人の方

と記憶しております。パウチをつけた方々にも不便なく利用していただくためのオストメ

イト対応トイレです。スカートやズボンなどの脱着や鏡の位置関係などの配慮も重要です。

限られた予算と空間ですが、できるだけ満足される施工を継続されるように今後も要望さ

せていただきます。 

 次に、駐車場などの周辺安全対策についてお伺いいたします。 

 本年４月から１２月までの行政視察受け入れが、議会事務局でまとめた件数は１０件で

す。ほかに三笠高校の視察が７件あり、昨年の三笠高校の視察は６件と聞いております。

これらの視察の半数は道外からの視察で、遠くは福岡県からもありました。高校を含め、

教育関連の視察が多数を占めております。全国的にも教育委員会のあり方と教育について

さまざまな意見もあり、今後も大事なことと思います。文化、芸術や歴史の探索、さらに

は住民の生涯教育、本年は日本ジオパークの認定とビッグニュースもありました。たくさ

んの町から教育に関する視察に訪れる本市に誇りも感じております。 

 本年の流行語大賞に「おもてなし」との言葉もありました。そこで、これからも視察が

ふえることを前提としながら、公共施設の駐車場のラインと安全対策についてお伺いいた

します。 

 一昨年は教育委員会の方々の理解と努力もあり、駐車場のラインは引いていただきまし

た。 

 そこで、三笠小学校は特色を持った一貫教育と地域コミュニティ・スクールが開始され

ましたが、広い駐車場にラインはなく、帰りの出口の道路は大変なでこぼこ道路で、安全

対策に対して不安を覚えます。 

 特に三笠小学校は、校舎の中に池の設備があり、別な水槽では小魚の飼育や野鳥の勉強

など特色のある教育に力を注いだ歴史のある学校と認識をしております。せっかく開始さ

れた地域コミュニティ・スクールです。いま一度安全対策など検討すべきと思いますが、

理事者側の見解を求めます。 

 次に、地域医療の現状と課題についてお伺いいたします。 

 昨年策定された三笠市地域医療計画の第１章第２節の基本目標に、「人が安心して暮ら

せるまち三笠」となっており、医療に関してさまざまな分析がなされております。脳卒中、

急性心筋梗塞、がん、糖尿病を四大疾病などの急性期とし、その回復期までの医療機関は

どのようになっているのか、どのような提供を受けられるのかということの医療計画が具

体的に明示されており、北海道は平成２０年３月に一度策定された医療計画を本年３月に

改訂版として示され、この４大疾病に精神疾患を加えた５大疾病による地域の医療提供体
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制の確保が最優先の課題であり、基本理念であると見直されていました。 

 この中の文章で、北海道としても今後とも本計画に基づき、市町村及び医療機関、関係

団体の皆様と一層の連携を図りながら、本道の実情を踏まえ、地域医療の課題解決に向け、

地域を支える医療対策を総合的に進めてまいりますので、道民の皆様のさらなる御理解と

御協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 このようにあり、４大疾病に新たに精神疾患を加えた５疾病の医療提供体制の確保が最

優先と言われております。 

 先日の残忍で悲しむべき事件で宮下先生を失うという現実は、大変重大な損失だったと

改めて実感いたします。 

 このたびの道議会予算特別委員会で、道内５０５医療機関が現状より１,０７５人の医

師が必要との回答もあり、大変深刻な事態と理解できます。今後の医師の確保はどうなる

のか、さらに第８次三笠市総合計画でも懸念される市立病院本館が建設後５０年経過し、

老朽化が進んでいます。新館についても２５年経過し、設備の更新時期にあり、耐震化も

含め病院施設の維持管理、さらには数年先の将来、老朽化する施設の取り壊しなど、市の

財政面でも莫大な費用も予想され、財政的にも、三笠市だけの問題ではなく、北海道と国

との連携が大変重要と思います。きょうまで市民の皆様の理解と病院関係者の大変な努力

により運営してきたと理解しますが、大きな課題を抱えた現在、今後の方針など医療機関

と課題について、市長の見解を求めます。 

 次に、三笠高校の今後の展望についてお伺いいたします。 

 開校して２年目の三笠高校は、地域の方々からの評判も大変よく、また生徒も積極的に

地域行事にも参加し、コンクールでも優秀な成績をおさめ、昨年とことしのシーフード料

理コンクールでは、２年連続の農林水産大臣賞の偉業をなし遂げました。関係者の方々に

は心からお祝いを申し上げます。 

 さて、市立三笠高校開校までに多くの方々の御協力と大変な努力が実を結び、明年新入

生を迎え、３学年がそろいます。第８次総合計画に調理実習研修施設建設事業とあります。

平成２５年、２６年の２カ年計画の事業です。当初計画されていた高校生レストランだと

思いますが、どのような計画があるのかお聞かせください。 

 次に、昨年５月、千葉県教育委員会を皮切りに、本年までに１３件の行政視察の受け入

れがあり、昨年１０月、千葉県勝浦市議会の受け入れがあったと伺っております。来年度

の入学説明会に千葉県からの参加もあり、将来展望として三笠高校に全国各地から学びや

を求めて集える学校になることも高校設立の目標の一つに上げられると思います。大学を

含め教育環境は縮小傾向にある中、国や道とも連携し、充実された教育環境を前提にしな

がら、生徒定員などの増員も視野に入れられると考えます。今後の規模についての展望に

ついてお聞かせください。 

 以上、壇上での質問を終わらせていただきます。御答弁のほどよろしくお願いいたしま

す。 
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◎議長（谷津邦夫氏）  この後の齊藤議員の質問の答弁を保留し、昼食休息に入ります。

午後１時から会議を再開いたします。 

休憩 午前１１時５０分   

再開 午後 １時００分   

◎議長（谷津邦夫氏）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ３番齊藤議員の質問に対する答弁を求めます。企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  私のほうから、庁舎工事に関する新聞報道、また工期、

資材の関係についてお話をさせていただきます。 

 まず、新聞報道の件につきまして、施工業者が市の許可なく、取材に応じたということ

もございまして、私どもといたしましては大変遺憾に思ってるところというところでござ

います。 

 また、業者への対応につきましては、報道があった日に口頭注意を行ったというところ

でございまして、現在は工事中の事件ということがございまして、三笠市建設工事請負業

者審査会というのがございまして、こちらの中で今審査をしてる最中というところでござ

います。 

◎副市長（西城賢策氏）  処分のため。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  はい、処分のための審査ということで現在進めておりま

す。 

 あと、工期の関係でございますけども、全体の契約工期につきましては、来年の３月１

１日までの工期ということでございますけども、議場の分につきましては９月の定例会に

使用できるよう協議を進めてきたというところでございますけども、７月の１２日になり

ますが、天井の一部を剥がした際に、下地の固定方法が不十分ということが判明いたしま

して、７月の末に設計変更を行って、天井の改修を含めて工事を進めてきたということが

ございまして、結果的には議場の部分の工事が１２月に入り込んだという結果でございま

す。 

 あと、三笠産の木材の関係なのですけども、私どもが業者の方を呼んで、資材のどこ産

なのかというのを確認させていただきました。きょうの最初のほうに建設課長からもお話

あったように、こちらの壁側のほうが三笠産のカラマツ材と、それ以外については、たま

たま萱野と岩見沢の宝水というところなのですけども、ほぼ隣接したようなところなので

すが、行政区からいきますと、岩見沢産のトドマツを使ってるということは確認をしてお

ります。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏）  総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（松本哲宜氏）  私のほうから、オストメイトの設置の関係について配慮

がなされてないのではないのかということで、この点についてちょっとお話をさせていた

だきます。 



― 25 ―  

 オストメイトにつきましては議員も御存じのとおり、平成１８年に新バリアフリー法で

設置をしなさいという義務化になりました。それについては特定建築物ということで、あ

る一定の規模以上ということになってございまして、今回実はふれあい健康センターにも

そういった面で設置させていただきましたが、これについては面積的には義務づけされて

ない施設でしたけども、この法の精神にのっとってトレイ改修時にオストメイトつけてい

こうということで実施をしたものです。 

 ただし、たまたま、もともと多目的トイレというのが設置されてまして、そこがちょっ

と狭い、できたものですから、その中に今回オストメイトというものを設置をするという

ことで考えたものですから、あそこの施設の利用からいって、ほかにも子供さんたち、そ

れからお年寄り、それから身障者という形の中でのトイレということの複合的なトイレな

ものですから、そういった面でちょっと場所的に狭かったということがあって、実は、議

員御指摘のとおり、オストメイトには欠かせない、そういった機器だと思いますけども、

それがちょっと入ってなかったということでございます。これに対しては一応協議した上

でさせていただいたということなものですから、今後については当然これはオストメイト

と一緒にセットされたような中身ですから、今後についてはそういう点を考えないといけ

ないかなと思ってます。 

 今の対応については、現実的に狭いということがあって、今ソフトマットを用意させて

いただいて、使用時にはそれを使っていただこうということでしてございますので。 

 ですから、今後、例えばこういうものを設置する場合には、十分そこは考えて考慮して

いかないといけないというふうに考えてございます。そういう点で御理解をいただきたい

と思います。 

 それから、三笠市の医療計画の方針という、市立病院の関係でございます。 

 私のセクションで答えるのは、あくまでも三笠市の地域医療という観点から私のほうで

答えさせていただきたいと思ってますが。 

 これまでのこの地域医療の拠点病院としての市民の健康と救急医療を支えてきたこの市

立病院についても、議員のおっしゃるとおり、今の経営の悪化、それから医師、看護師の

不足等といった総合的な問題を今抱えてございますし、御指摘のとおり施設も老朽化とい

うことで、その対応については喫緊の問題である、課題であるということで私たちも理解

をしてございます。 

 市民にとっていざというときに安心してやっぱり受けられる医療というのは、当然三笠

市にも必要だというふうに考えてございますので、そういった面からいって、今後の三笠

のまちづくりや、それから市内経済、それから市の財政の影響等も考慮して、当然将来人

口も当然影響します。そういったことを見きわめながら、特に市立病院については建てか

え等も含めて、総合的に関係者による組織をちょっと立ち上げをして、そこでちょっと調

査・研究させていただいて、何とか１年以内にということで、できたら平成２６年度には

その方向性を出していきたいというふうに今考えてございます。 
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 ということで、唯一の三笠市の基幹病院です。ですから、ここの存続の影響もあるので、

ちょっと時期は１年ちょっとかかりますけども、方向についてはそういう形で、どうして

いくのかと、三笠市に合った病院はどうなのかということも含めて検討させていただきた

いというふうに考えてございます。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏）  学校教育課長。 

◎学校教育課長（高森裕司氏）  私のほうから、三笠小学校の駐車場等の周辺安全対策に

ついてお答えしたいと思います。 

 先ほどおっしゃいました小中学校と高校を含めました行政視察の全体の約６割が教育関

係という状況の中で、小中一貫教育やコミュニティ・スクールを目的とした行政視察につ

きましては、全道、全国の議会、それから教育関係者の視察が年７件程度という中で、教

育委員会事務局で対応し、三笠小学校への現地視察については、昨年度は３件ございまし

たが、現在のところは今のところゼロ件という状況になっております。 

 その中で、先ほど御指摘のございました三笠小学校周辺の環境整備についてでございま

すが、駐車場のラインについては経年劣化により薄くなり見えない状態になっていると。

また、校門前から三笠中学校側へ抜ける市道、それから校地内の通路についてはアスファ

ルトの防じん処理の老朽化が目立っており、未舗装部分については学校行事とあわせて砂

利等の補修等に努めておりますが、やはり水たまりが御指摘のとおり発生してるという状

況でございます。今後におきましても、維持管理のあり方について学校側と十分に協議し、

対応を図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  三笠高校事務長。 

◎高等学校事務長（堀籠秀樹氏）  三笠高校の展望についてといたしまして、御答弁申し

上げます。 

 最初に、高校生レストランの計画についての現在の考え、展望ということで御答弁申し

上げます。 

 高校生が運営するレストランの建設につきましては、三笠高校の市立化の検討段階から、

三重県多気町にあります、「まごの店」の建設、それから運営の例をモデルといたしまし

て、研修環境の充実とともに地域の活性化を図るための事業として検討してきてございま

す。 

 学校といたしましては、開校２年目を迎えまして、各種コンクールで優秀な成績をおさ

めるなど、生徒の技量も少しずつではありますが着実に向上をしております。 

 調理部、製菓同好会の顧問の評価といたしましては、お客様からお金をいただき、商品

として料理をお出しするということではまだまだ技術的にも未熟であり、今後も引き続き

勉強が必要な状況であるということで評価をされています。 

 また現在、１、２年生のみでありまして、３学年がそろっていない現在の段階におきま
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しては、調理部、製菓部、それから地域連携部ということでそれぞれの部活動の中でもそ

の数が十分ではなくて、そういうことからメニューの種類ですとか、つくる数も現状では

限られてくると思っております。大量の数をつくるというのがなかなか難しい現状であり

ますことから、継続してレストランを運営していくためのきちんとしたビジョンを描くた

めには、もう少し期間をいただければというふうに考えてございます。 

 したがいまして、レストランの建設につきましては、生徒の技量、それから運営してい

くための知識は十分に備わるなど、総合的に考慮させていただきながら、引き続きその時

期を模索してまいりたいというふうに考えてございます。 

 以上です。 

 それから２つ目の、今後の生徒の定員規模の考え方について御答弁申し上げます。 

 公立高校の生徒の定員につきましては、北海道教育委員会におきまして、３年間を一つ

の期間として定められました公立高等学校適正配置計画というこの計画に基づいて決めら

れてございます。中学校卒業者数の状況、それから各学校の入学状況などを考慮して、こ

の計画について毎年度見直されてございます。 

 道内の中卒者数につきましては、御承知かと思いますが、少子化の影響などから今後も

減少することが統計的にも予想されておりまして、生徒の確保が年々厳しくなってくると

考えてございます。 

 本校につきましては、開校してまだ２年目ということもございまして、今後の入学者選

抜の結果ですとか、生徒の成長の過程を見きわめさせていただきながら、定員の増につき

ましては慎重に判断させていただきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  齊藤議員。 

◎３番（齊藤 且氏）  まず、冒頭、部長からの答弁もいただきまして、施工についての

この議場の関係、それで、どうしても僕気になったのは、この新聞記事で、これは処罰の

対象になるような話でさっき答弁ありましたから、あえてその点にはちょっと。ただし、

間伐材を使うことでコストを抑えられ、独特の雰囲気のある仕上がりにもなると説明する

ということは、僕は非常に行き過ぎてるのではないかなと、こんなことを感じるのですよ。 

 それと、工期のおくれた理由の一つに、天井が落ちてきましたよ、て。これは天井の固

定の仕方の問題もあると思うのです。それもそうなのに、僕ちょっと不安に思うのは、震

度６の地震というのは物すごい揺れなのですよね。僕も何回か、そのような防災センター

ごときのところ行って、震度６の揺れが物すごいものがあって。だから今現在は、壁でも

天井でもできるだけ軽量な材料を使うのと、固定の方法についても非常に研究してるはず

なのが、どうしても重みのある木が天井までにあるというのは、このときに問題を感じな

いのかなと。あえて天井までこの重たい木を使うことと、あと固定の方法ですよね、果た

してそのビスだけでもって、震度６の揺れがあったときには耐えられるのかって、そんな

検討があってもいいのではないかなと、そんな気がする中でこの新聞記事を見ると、何か
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知らないけども、何か、意図的ではないけども、便宜を図ったと思われないだろうかって、

今までないことがこうやって、本当あくまでも何か一業者の宣伝みたいに使われるという

のは、決して、便宜を図るということは感じないですけども、ただし、今、江差町だとか

旭川でも役所の方々のいろんな問題が勃発してる中で、必ずそんなことが市民の人にでも

思わせちゃいけないのでないかなって、そんなことあるものですから、今回あえて指摘さ

せていただいたものですから。 

 それと、ちょっと関連した話になりますけども、平成２５年の１０月２日に国土交通省

の道路局というところから、各地方自治体のほうに通達があるのですよ。それで、今度安

全のほうの話になっちゃいますけども、通学路の交通安全対策について平成２６年度道路

関係予算要求の概要、２つ目として、通学路安全対策に対する財政支援、それと３つ目と

しては、通学路の継続的な安全確保に向けた取り組み、このような通達は来てるのですけ

ども、なかなか行政側も大変な人材をやりくりして行政をやってると僕は思ってるのです。

それぞれの所管の人たちが一生懸命取り組んでるのですけども、あえて専門家がなかなか

見過ごすような場合もあってもいけないのではないかなと、これは国のほうでしっかりと

応援するから言ってほしいというのは、まあ、言ったからって国のほうで支援するかどう

か、それはわからないですけども、そんな通達も見過ごしてはいけないのかなと。だから

果たして、今の人員含めて、しっかりとこれからも、まちづくりをやるのであれば、しっ

かり専門家の人たちの意見も取り入れながらやらなかったら、今回の新聞発表みたいなこ

とならざるを得ないのかなと、そんなこともしっかりと認識していただければなと思って

ます。 

 それと、三笠高校のことは先ほどの答弁でいろいろわかりましたけども、ちょっと順番

的に言っていきますね。 

 オストメイト対応トイレについては、これは早急に所管の担当者の方々もわかってくれ

て、すぐ対策はしてくれました。僕もこの点は本当に、これからもこのようなことで使う

人の立場に立ったことをやっていかなければ、やっぱりただ形だけのまちづくりに終わら

せたくないなって。やっぱりその人その人の困ってる要求に対して、せっかく６カ所目の

オストメイト対応トイレをしたのであれば、前回やったことをしっかりと継承して、限ら

れた空間と限られた予算の中で、そしたら次はどんなことにやっていけばいいのかと発想

できるようなやっぱり行政側の人たちであるべきでないかなと思って、この点は次の、例

えばオストメイト対応トイレの、オストメイト対応トイレばっかりでないですけども、そ

んなことがあったときには使う側の人たちの気持ちに少しでも立って、これでいいのかな

って、できればそれ以上のことがもしあればみたいなことでオープンにして、仲間同士の

意識でもって、より一層の満足いくものをお願いしたいなと思いますので、この点もよろ

しくお願いいたします。 

 さっきの三笠小学校の駐車場なのですけども、それはこの国土交通省でせっかく国のほ

うで言ってくれてるのですけども、これもなかなか見逃したのでないかなと思うのですよ。
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僕もこの１０月に来て、ちょっとぎりぎりのときにこれ見てしまったのですけども、この

点もしっかりと、いろんなところから行政視察来たときに、せっかく地域コミュニティ・

スクールもやり始めたときに、やっぱり子供たちの安心安全対策がしっかりとできてるの

かな、そして一昨年やった、あの駐車場のラインもどうなのかなということも含めながら、

今後一生懸命取り組んでもらいたいなと。これはちょっと予算の発生することですし、で

きるだけ早急に、おもてなしの心ではないですけども、来た人たちにとって、何も、勉強

も何もしないで帰すのでなくて、あっ、ここはすばらしい取り組みだ、とかを見ながら、

そして行政視察に来た方々がリピーターになってもらえるようなことをすることによって、

なお一層交流人口も深くなると思うのです。それと、せっかくジオパークの認定も受けま

したので、総体的なことでもって町の取り組みにできないかなと思ってますので、この点

も早急に検討していただきたいなと思うのですけども。 

 それと、高校生レストランについては、第８次総合計画では、２５年、２６年に計画に

はのってますよね。ということは、もう既に高校生レストランについてはいろんな展望を

考えながら、具体的なものが、こうだよ、と示されないのかなと思いながら今回質問させ

ていただいたのですけども、そこまでの段階にはまだなってないというふうに思っていい

ですか。 

 それぞれについて何か、一括していろいろとあれしたのですけども、何かこれに対して。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  私のほうから先に、ここの地震、大地震来たときに壁大

丈夫だろうかという話を今いただきました。 

 この上までやったのは、やはりデザイン的なものというのですか、それが目的でやった

ということで。実は、この壁をとめている関係なのですけども、軽量鉄骨というのを中の

ほうに入れておりまして、その上にあとコンパネを張りまして、あとは接着剤とビスでと

めてるということなので、これは一般的に大体こういうふうな工法でやるものですから、

そういう意味では安心できるというふうには考えております。 

 あと、先ほど、国の補助制度の関係で、通学路に対する制度があるということなのです。

私どももその辺は十分に見ておりまして、何か該当するものがないかどうか、そこは慎重

に今議論してるところでございます。 

 あとオストメイトの関係で、できるだけ使いやすい設備を考えていくべきという話、私

も本当にそのとおりだと思っておりまして、今後、うちの、まあ、建設課中心になると思

いますけども、そこと所管のほうとしっかり話し合いしまして、皆様方が使いやすいよう

な設備にしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏）  教育長。 

◎教育長（北山一幸氏）  私のほうから、では、レストランの関係、ちょっと展望を話さ

せていただきたいと思います。 
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 先ほど事務長からお話ししたとおり、まだ、技術的には相当腕は上がってきてるという

評価は顧問の先生もされてございます。先ほど話しましたように、量の、やはり手順だと

か、つくる段取りがまだまだ追いつかないということです。 

 ある程度、それが今現在ではどれぐらいの食数をこなせるかといったら、１５から２０

ぐらいが今のとこは限度だろうという状況です。ですから、先生方とすれば、その辺の状

況をもう少し、３学年そろって状況を見て進めれないかなということで、今盛んに検討は

していただいてございます。相可高校も今の状況になるまでには十七、八年かかってござ

いまして、これらのノウハウも含めながら今現在検討してると。 

 一方では、やはり実習すべき体験もこれ必要なものですから、今インターンシップも含

めまして、いろんなところでの研修もさせていただいておりますが、経営能力、それから

接客、これらも重要なことでございまして、これらについてもぜひそういう体験のできる

ことを何とかできないかということで、今現在、いろいろと模索させていただいてござい

まして、しかるべき時期に来ましたら、また御相談させていただければなというふうに思

ってございます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  齊藤議員。 

◎３番（齊藤 且氏）  何か一問一答というのが、何かわあっと来てわあっとやってて、

何が何だか、何かさっぱりわからなくなっても困りますので、ちょっと議場の僕の気のつ

いた点。 

 確かに、軽天使ってコンパネやって、そしてやってるよと、それは一般的にそうなので

す。僕もそれは認めます。ただし、耐震の計算というのはなかなか難しいのですよ。難し

いし、果たしてこれでいいのかなといってもわからないですけども、ただし、あくまでも

目的は耐震に対するためなものですから、震度６の地震で揺れるのが物すごい揺れという

のは想像するしかない。でも、実際、そうやって実験場行ってやってみたら、もうかなり

な揺れなのです。そのときにできるだけ計算的にはこれでもつよという数値ないものです

から、そしたら見ばえだけだったら上は軽いものにしようやだとか、そんな検討が本当は

あってもいいのかなと。ただ、見ばえだけでやるための工事では今回なかったのだぞって、

そんな思いあるものですから、これで確かに震度６でもってもつから大丈夫だって、それ

言われたら何も返す言葉もないのですけども。ただし、目的が耐震なものですから、そし

て今まさに少しでも軽いものに変わっていくときだから、そんなことも含めながら検討し

ていただきたかったなと思うやさきだったもので、その点もよろしく今後ともお願いした

いなと思います。 

 それと、三笠高校の展望としては、今実際料理の出し方としても見てるのわかるのです。

僕もわかるのですけども、きのうもテレビでちょっと放送されてた。食物アレルギーの子

供が今急速にふえてるのです。食物アレルギー。このことも三笠高校の目的としては、食

物アレルギーに対することも生徒に教える大事な部分なのかなと思ったり、盛んに近年老
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舗ホテルや有名百貨店での食の偽装だとか、こんなこともしっかりと子供たちに教えると

いうか、もうそういうようなことも大事なことなのだなと思ったり、三笠高校に期待する

ことがふえてきてるような気がするのですよね。 

 そして、つい最近は、日本の和食が日本の伝統的な食文化として無形文化財、文化遺産

になったとか、そんな、何せ食に関する環境はすごく後押しもされて、責任がこれに対し

て伴ってきてるのかなと、そんなことを踏まえながら、なおかつ、ちょっと別な言葉かも

しれないですけど、慎重になりながら、前向きな点も含めて、今後ともそんな展望を、よ

り早く立てられないものかなと思うものですから、いろいろ教育に関しては難しい部分あ

ると思うのですけども、決して人寄せパンダみたいになってもいけないだろうし、かとい

ってやっぱり生徒たちにすばらしい教育もさせてあげたいという気持ちも十分わかります

し、ちょっと反面するようなことありますけども、今後ともこの点もよろしくお願いいた

します。 

 それと、病院関係も先ほども、次から次といろんな、国や道からも指針だとか計画だと

か出てくるものですから、こんなことも敏感になりながら、病院の施設含めながら、精神

科の先生のこともありますけども、それでより早いうちの展望を今まさにしていかないと

だめでないかなと、こんなところに立たされてるのでないかなと、三笠の医療は。来年、

その指針が出されるようなことで認識してもよろしいでしょうか。一生懸命取り組むとい

うことで。なかなか難しいことですけども。 

◎議長（谷津邦夫氏）  総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（松本哲宜氏）  今の病院の話ですけども、北海道も含めてこの医療計画

出して、これは北海道としては北海道としての立場があると思います。三笠は当然三笠と

しての立場があると思うのです。道としてこれだけのものを掲げてますけども、それが果

たして三笠でできるかといったら、それは現実的な話ではありません。そういうことも含

めて、先ほど言ったとおり、老朽化の問題もあります。そういった意味で三笠の病院を今

後どうすべきなのかという方針は、今言ったように、何とか１年かけてでも出そうという

ことで、答えが出ればその方向に向かって動こうという形で、１年間ちょっと調査研究さ

せていただきたいなということでございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  齊藤議員。 

◎３番（齊藤 且氏）  いずれの問題も、僕もいずれの質問も、すぐ答えの出しにくいよ

うなことを質問してるつもりでいるのですよ。三笠高校のことも含めて、病院のことも、

簡単な問題ではないとは思うのですけども、できるだけ積極的に前向きに世の中の情勢を

見ながら、また世の中の情報にも敏感になる行政として、今後とも三笠のまちづくりに取

り組んでいただけるようよろしくお願いして質問を終わりたいと思うのですけども、どう

ですか。 

◎議長（谷津邦夫氏）  副市長。 

◎副市長（西城賢策氏）  病院の問題については小手先で今までかなりのことやってきて、
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小手先ではもういかないところに来たのだろうと思ってます。今後の展望を出させても、

今回委員会のほうで追加の資料も出させていただいてますけども、やっぱりなかなか改善

しないのですよね。療養型もとったけども、それも決定的な要素にはならなかったという

ことだと思います。だから、病院については本当根本的に三笠の規模の場合にどういうふ

うにあるべきかということを本当に模索しなければならないのだろうというのが先ほどか

らの部長の答弁です。そこをしっかりやって、仮に規模縮小しても、それから診療科が少

なくなっても、とりあえず市民が安心できるような形を整えるというところを今後検討し

なければならないのではないかなということで。施設の老朽化の問題もありますけども、

全体的に、よく議会のほうでも御発言される医療スタッフの問題とかいろいろありますの

で、そんなことも総体的に変わっていかなければならないのかなと。だけど、主は、やっ

ぱり、今言われてるような将来どうあるべきか、病院がですね、そこが大事なところだと

思いますので、そこを、１年間時間をいただいて、少し検討してみたらいいのではないか

と。もう過去にも何回かそういうことあるわけですけど、今回は本当決定的なものを出さ

ない限り、地域の住民の方々にも御理解いただけないだろうというふうに思ってますので、

そうしたいと思います。 

 それから、高校の定員は、なかなか一足飛びにやるべきものではないなと。今は非常に

ありがたい環境にあるけども、しかし現実的にこれからどんどん人口も減り、日本全体が

縮小してる中で、私どもがどんどん、今現在いい結果が出てるのでそれを拡大していくと

いうのが一遍にできるかどうかというと、これはなかなかですね、よほど慎重によく考え

ないとならない。 

 それから、例えば生徒の半分くらいがうちの高校を卒業して上に行きたいという、要す

るに大学とか専門学校とか行って、管理栄養士の資格だとか、それから教員の資格だとか

取りたいという方々も結構おられるので、そういうものを目指すと、三笠にですね、そん

なことも一つの方法かもしれないと。だから、そういう中でどの選択をしていくべきかと

いう、ここもちょっと時間が必要で、まだ、まあ２学年しかない高校ですから、もう少し

だけ時間いただくと。 

 それと、レストランなのですよ。これは、私ども、市長ともよくお話ししてるのですけ

ど、もう早くやりたいねと、一日も早くやってレストランと一体化して直売所みたいなも

のを設けて、すごく経済効果を発揮させたいという気持ちは強いのです。ただ、高校にし

てみると、今度あそこはそういう商売をやる場ではなくて研修の場だという考え方ありま

す。 

 それと、やっぱり、先ほど教育長もおっしゃっておりますけども、やっぱり生徒の技量

ですね、これは担当の斎田先生にもいろいろお伺いしても、うん、まだ、まだと。 

 それとあと、先日、実は高校のほうに伺って、教育委員の方とか議会の何名かと、それ

と幾春別の寮のある地域の連合町内会の役員さんとか、市長と私もお呼ばれしましたので、

行って食べさせていただきました。例の昨年最高賞とりました海鮮ひつまぶし、伊藤駿汰
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君の考えられたものなのですけど、非常においしかったというのが、誰も参加した人の皆

さんの言い方です。ただ、それだけではやっぱりできないわけですよ。相可高校でも３種

類のメニューをつくって、それを固定して出してる、御承知のようにですね。ですから、

そこまでしなければならないだろうなと思うのですね。それが心配ないようなものになら

なければならないと。 

 しかも、私どもの感度からいえば、やっぱり最初が肝心といいますか、最初で評判どん

と落としたら、これこそもう後ずっと引っ張っていけないということもありますし、やっ

ぱり技量がそれなりのものにならなければということもあって、これは高校も一致してま

して、なかなか今の段階ではまだまだだねと。それで、量が何せできないと。先ほど教育

長も言いましたけども、大体今のところ最大で２０食くらいしかつくれないだろうという

のです。だから、当然仕込みの段階とかずっとありますので、相可高校は大体１週間かけ

て仕込みをやって、そして日曜日に出すみたいなことをやってるわけですね。そういう形

もつくりながらというとなかなかちょっと時間かかって、そう簡単にいかないのかなと。 

 ただ、一方で、市長もよくおっしゃってらっしゃいますけども、ともかく３年生に、３

年生になったら卒業していくわけですから、３年生に何か経験させてやりたいよなという

ことをずっと言っておりまして、それが先ほど教育長がちょっと触れたことなのですけど

も、どこかいい施設があって利活用できれば、そういう施設を利用しながら、すぐにぼん

と高校生レストランつくるのではなくて、そういう施設を利用しながら何かできないだろ

うかということで、今一生懸命模索をしてくれてるという段階でございます。 

 高校生レストランをやろうという気概と用意は十分あります。市長も当然そういつも言

ってらっしゃるのですけど、やはり高校が自信持ってもらわないと、なかなかここは踏み

切れないかなというところでございますので、御理解いただければと思っております。 

◎議長（谷津邦夫氏）  齊藤議員。 

◎３番（齊藤 且氏）  私たち議員も相可高校で視察に行ってきて、相可高校も最初から

高校生レストランではなかったのですよね。あそこはやっぱり一つの観光地でもって高校

生たちがちょっとしたものを売ることからスタートしたものですから、やっぱり、今副市

長の答弁だとか教育長の答弁を聞いてると、一遍にレストランをつくるというのは、発想

も、それはありなのかもしれないですけども、何かやっぱりそのきっかけとなるようなも

の、ましてこの第８次総合計画の中でも、２５年、２６年で２億数千万の予算みたいなこ

とを打ち立ててるものですから、当初のやっぱり熱い思いでもって三笠高校市立化のとき

の一つの目標は高校生レストランだって、それも一つの手法でスタートしたと思うのです

よ。だから、それにかわる何かのものを、やっぱり行政側の人たちも高校ともそこのとこ

ろをよく議論しながら、決してこれが、お互いに考えとる、あくまでも高校ですから、高

校だから調理学校ではないと、そんな思いの何か模索できるようなことで、今回第８次総

合計画でもありますから、何かちょっとしたことでも私は聞けるのかなと思って、あえて

高校生レストランで質問したのですけども。そしたら、今の現在の段階では、そこまでも
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まだいってないというふうに認識していいですか。 

◎議長（谷津邦夫氏）  副市長。 

◎副市長（西城賢策氏）  だから行政としてはやる用意は十分ありますよということを申

し上げたつもりです。 

 それと、もう一つは、やっぱり高校側の対応のこともありますから、やっぱりそこをじ

っくり、打ち合わせはもう十分やってるのです。それで、高校側ともやっていただいてま

して、だから一刻も早くやれたらいいなと僕らも思ってますけども、そこにいくまでにも

っと小規模でもいいし、ちょっとした研修でいいから、何かやれるところがないかなとい

うことがありまして、高校側でもそういう点では生徒に接客を見せるとか、経営ってこう

だとか、原価どのぐらいで考えたらどんなものができるのだみたいなことを生徒にも実感

させたいと思いますので、そういうものをずっと詰めていってやりたいということで、全

然考えてないということではなくて、考えてるのですよ、考えてまして、それを実践して

いくのに、やはりこっちが焦って、言ってみればまちづくり、まちづくりみたいな形で焦

って生徒を傷つけても評判悪くしくてもこれは困りますので、そこを慎重に見きわめて、

できるだけ早く対応していきたいということでございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  齊藤議員。 

◎３番（齊藤 且氏）  副市長の答弁聞いて、何か微妙な、決して後ろ向きにはなってな

いけども慎重にという、それはそれで僕もわかるのですけども、やっぱりいろんな思いで

もってこのまちづくりの計画も立ててますし、そして今まさに高校生もそれのことについ

て一生懸命応えてくれてる段階でもありますし、そこは慎重に。何か、聞いてたら、後ろ

向きにも聞こえるし、かといって心配しているようにも聞こえるし、そのこともですね、

かといってわかりやすく説明といったってなかなかわかりづらいのですけども。いや、一

応は納得します。一応はしますけども、非常に難しい問題ですので、第８次総合計画では

こうやってつくろうと、何かそんなようなふうにも感じ取れたものですから、それにまず

目標を持ちながら。 

◎議長（谷津邦夫氏）  小林市長。 

◎市長（小林和男氏）  決して後ろ向きでないということは副市長の答弁でわかると思い

ます。 

◎３番（齊藤 且氏）  はい。 

◎市長（小林和男氏）  教育大学なんかで、これから教員になるという方は、まず一遍に

教壇に立ちませんよね。学生時代に教育実習というのがあって、そこで現場の先生やら大

学の先生からいろいろ学んで、そして本番を迎えると、こういうことですね。だから、そ

の教育実習の部分をどうやるか、そこを今両方で模索してる、そういうふうに理解してい

ただければ。 

◎３番（齊藤 且氏）  はい、わかりました。 

◎議長（谷津邦夫氏）  いいですか。 
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◎３番（齊藤 且氏）  はい。 

 以上、納得して、質問を終了をさせていただきます。ありがとうございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  以上で、齊藤議員の質問を終わります。 

 次に、６番谷内議員、登壇願います。 

（６番谷内純哉氏 登壇） 

◎６番（谷内純哉氏）  平成２５年第４回定例会に当たりまして、通告順に従い、質問を

させていただきますので、御答弁をお願いいたします。 

 第８次総合計画の中にありましたジオパーク認定に向けての予算が盛り込まれ、準備期

間を経て、所期の目標である日本ジオパーク認定に当たり、平成２５年９月２４日、かね

てから目標とされていた三笠ジオパークに認定がされ、うれしく思っているところであり

ます。三笠に住んでいてよかったと思える、また誇りの一つになっていくものと期待をし

ているところであります。しかし、まだまだこれからが重要になってくると思います。三

笠ジオパークをどう位置づけていくかが問われます。 

 三笠市全体がジオパークだとしたら、全ての関係機関、市民がかかわっていかなくては

ならないと考えます。観光、商工業、農業、林業、教育、その他各団体、町内会等が自主

的に三笠ジオパークを考えてもらえるような意識づくりが必要だと思います。 

 日本には３２の地区のジオパークがあり、三笠がその一つとして日本ジオパークに認定

されました。 

 認定の条件の一つとして、市民の盛り上がりが重要視されていました。１１月の議会で

の行政視察で埼玉県秩父市では、一度認定がされなかったとお聞きしました。理由の一つ

に、市民の周知、盛り上がりに欠けていたのが認定されなかった理由の一つとお聞きしま

した。また、北海道遠軽町白滝ジオパークでも、同様の理由で一度は認定を断念したそう

であります。 

 三笠については、ジオツアーの実施、教育でのかかわりなど、ジオパーク周知のための

各種団体への講習会など、日本ジオパーク認定のために努力されてこられたことは承知し

ているところでありますし、そのかいがあっての認定だと思います。 

 しかし、まだ日本ジオパーク認定について、また、ジオパークって何、との声が市民か

らあるようです。三笠市民へ粘り強く周知徹底を繰り返していかなければならないと考え

ます。 

 また、ジオツアーのガイドの養成や各ジオツアーエリアの充実が求められてきます。ま

た、ガイドされる方のユーモアも交えた話術もジオツアーの魅力の一つになっていくよう

にも思われます。今後、さらに取り組んでいかなければならないことがあると思います。 

 今後のことを考えますと、「三笠市」という名前が「日本の三笠市」になったわけです

から、市外、日本中からの来客がふえていくと思いますし、ふえていかなければと考えま

す。海外からも来られる方もいるかもしれません。日本ジオパークとしての三笠に来られ

る方は、本来のジオパークのことがある程度わかって来られると思います。三笠ジオパー
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クってどういうとこなのか見に来られると思います。私も含め三笠市民が、三笠のすばら

しさを少しでも伝えることができれば、４年後の再認定や将来世界ジオパーク認定とつな

がることだと思っているところであります。 

 そこで、質問であります。日本ジオパークに認定されて、三笠ジオパークとしての今後

の考え方と、ジオガイド養成についてお聞かせください。 

 次に、災害時での避難所についてであります。 

 ことしの気象は全国的に局地的な雨が降って、多くの生命、財産が失われる事態が報告

されました。また、まだまだ記憶に新しい東日本大震災の教訓を活かし、さらなる安心安

全なまちづくりを進めていかなければならないと考えます。 

 三笠市においても、昭和４３年５月１６日、十勝沖地震により集合煙突の倒壊、家屋の

一部損壊、公共施設・土木被害が記録されています。震度４ということでした。 

 また、岡山の高速道路付近に面して活断層があり、想定外の震度４以上の地震や災害等

が起こり得る可能性があると思います。 

 災害があり、避難所へ避難した後に一番大事なことの幾つかに、水、電気、食料等の確

保やライフライン等、さらに北海道の冬期間での災害に暖房の備えが大事と考えますし、

災害後最低の備えが重要と考えます。 

 三笠市地域防災計画を見ますと、６地区２５カ所の避難所があり、それぞれ収容人員も

確保されていることは承知しております。しかし、今申し上げましたとおり、地震などに

より停電などの影響で避難をしなくてはならない場合には、避難所も停電で電気がつかな

いときに備えておかなければならないことが考えられます。 

 三笠市の防災計画を見ますと、中の第１１節、食料等の調達、確保及び防災資器材等の

整備の２防災資器材の整備の言葉に、「災害時に必要とされる資器材の整備、充実を図る

ともに、積雪、寒冷期において発生した場合の対策として、暖房器具等の整備に努めるも

のとする。」とあり、備蓄品として、市役所ほか２カ所で毛布１７０枚、移動式ストーブ、

ふれあい健康センターほかで１０台、停電時に活躍すると思われる発電機、消防署に１台

となっています。また、市内建設業の会社の協力で発電機１９台を提供してもらえること

は承知しているところでありますが、自前で、ある程度の資器材の整備・確保が必要と思

います。 

 また、災害時における災害本部として福祉事務所２階会議室に設置されていますが、災

害対策本部の機能としてパソコン、通信機器等の使用に関する緊急時の電源確保も必要と

思われます。 

 そこで、質問させていただきます。現在の避難所の現状、ライフライン等の確保につい

てお聞かせください。あわせて、災害時における三笠市のＩＴ関連機器のバックアップ体

制についての考え方をお聞かせください。 

 以上で、壇上での質問を終わらせていただきます。御答弁のほどよろしくお願いいたし

ます。 
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◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  私のほうからジオパークの関係について答弁させていた

だきたいと思います。 

 最初、市民周知も含めての今後の考え方ということでございますけども、市民への周知

につきましては、先ほどもちょっと重複するのですが、広報みかさ、ホームページ、イベ

ントの出展、あとは市民セミナーなどのＰＲを基本に考えておりますけども、町内会など

個別的な説明会につきましても、これまで同様に実施してまいりたいという考え方でおり

ます。 

 今後、小規模な団体でも説明会の実施につきまして、広報を通じて今周知するとともに、

商工会と連携しまして、のぼり、ポスター、街頭ペナントなどを用いたＰＲ活動も計画し

ていきたいと考えているところでございます。 

 また、先ほど武田議員の質問にもありましたけども、私たちとしましては、全市的な機

運、これを一気に盛り上げたいという思いはございますけども、まずは、やはりその成果

が見えやすい「食」と、あと交流人口の増加を目的とした「教育観光」、ここを中心に取

り組んでいきたいという考え方でございます。 

 次に、ジオガイドの養成の件でございますけども、ガイド養成につきましては、これま

での取り組みの中で、現在１１名の方に理解をいただきまして活動してもらっているとい

う状況でございます。ことしにつきまして、ガイドとしての知識ですとか資質の向上を図

るために、ガイドのためのツアーの実施、また月１回程度の座学などを実施してきたほか

に、現在、ガイド養成のための基本方針の策定に取り組んでいるという状況でございます。

また、三笠中学校の生徒によりますガイドの授業も取り入れて、少しずつではありますけ

ども魅力づくりに取り組んでいるというところでございます。 

 今後におきましては、ほかのジオパークを参考にしながら、ガイドマニュアルの作成、

またタブレット等のデジタル媒体の導入に取り組んで、誰もがガイドとして活躍しやすい

ような環境づくり、これをつくっていきたいというふうに考えております。 

 また、今後は、ガイド料金とか各種販売などによって運営収入を得られるシステムづく

りですとか、あとガイドの運営を団体ですとか法人のほうに継続的に安定的に実施するこ

とを目標に取り組んでいきたいというふうな考えは持っておりますけども、当面の間につ

いては、現状の体制を拡充するような形で努力していきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏）  消防長。 

◎消防長（永田 徹氏）  続きまして、私のほうからは避難所の関係につきまして御答弁

させていただきます。 

 まず、避難所の現状についてでございますけども、避難所につきましては、議員御存じ

のとおり、市民センターなど地域の集会施設９カ所、また学校５校、保育所等３カ所、市
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民会館など市関連施設で８カ所の合計２５施設を現在指定しているところでございます。

全体の収容人員としましては７,７５０人で、市内全人口の約８割の方を避難させること

ができます。 

 ただいま議員からは、停電などの影響によりまして避難ということでございましたが、

参考までに、本市におけます電気につきましては、供給方法なのですけれども、砂川変電

所と岩見沢変電所の両方から峰延開閉所を経まして、そこから２系統の送電線、そこから

各地域の支線を通しまして各家庭等に供給されているという状況でございます。 

 そのような中で、めったに起きないと思いますけども、万が一その大動脈であります送

電線にトラブルなどが発生しまして長時間電気が供給されなかった場合につきましては、

第一系統、第二系統、それぞれ数千人規模の方が影響を受けると想定はしておりますけど

も、今までの経過からしまして、現実的には通常停電が考えられますのは各支線にトラブ

ルが発生するということで、地区によりますけども大体数百人規模の方が影響を受けると

いうことで想定をしております。 

 また、避難所であることを現場で視認できるように、今年度から２カ年計画で避難所表

示看板を設置しております。 

 続きまして、避難所のライフラインの確保についてでございますけども、私どもは、昨

年１１月、登別市などで発生しました停電につきましては、冬期間ということもありまし

て、これは暖をとるための避難所の開設が必要になったということは記憶に新しいところ

でございまして、当市におきましても、大規模かは別にしまして、同様な事態が憂慮され

ているところでございます。 

 本市の場合、暖房や照明など必要となる資器材につきましては、事前で備蓄している物

のほか、建設協会や市内業者との防災協定によりまして確保することとしております。な

お、自前で備蓄している具体的な資器材としましては、ガソリン式の発電機１台、カセッ

トボンベ式の発電機２台、照明器具２基、移動式ストーブ１０台、毛布１７０枚などがあ

りまして、主に初動対応として有効活用しているところでございます。 

 また、現在、別途、開発局のほうから、道の駅を、ある市町村に対しまして、冬道で車

両が立ち往生した場合の対策用としまして、防災資器材の貸与の申し出がありまして、発

電機のほか移動式石油ストーブだとか、あと毛布などが今後整備される予定でございます

ので、今後につきましては、これらを含めて有効活用していきたいというふうに考えてお

ります。 

 私からは以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（松本哲宜氏）  私のほうからは、行政のＩＴ関連の機器のバックアップ

体制について御説明させていただきたいと思います。 

 今現在更新中でありますけども、来年の４月から供用開始ということですが、今の段階

では試行的には使ってございますけれども、総合行政システムというのがございます。こ
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れにつきましては、自治体クラウド方式ということで、そのデータを含めて、実はここに

はありません。システムの共同利用だとかデータの集積、それからセキュリティーの確保

で、データをセンター方式による運用方式をとっています。そのデータは札幌にあります。

札幌のところにそれを管理をしていただいております。ですから、行政が今使っているい

ろんなデータについては、全てそこに蓄積されていくという状態です。 

 そこの施設も、セキュリティー上ちょっと言えないのですが、耐震の設備だとか防火設

備だとかセキュリティー、ネットワークの関係で、相当堅牢な施設、丈夫な施設ですけど

も、震度７の地震にも耐えられるという施設で今保管をしてございます。ですから、通常

考えられる地震等を含めたら、今後はどうかなということはちょっと考えられないのかな

と思ってございます。 

 それとあわせて、当然、この行政まで引っ張る通信網ですけども、光ファイバーという

ことで２つの線、２回線を運用してございます。したがって、１回線がもし何かの災害等

で使えなくても、２つの回線がだめだということは想定できないのでしょうけども、そう

いった面での体制はしいているということです。 

 もし、仮に２回線も何かの理由で電源がストップしたというような状態があっても、今

実際に行政が使っている、市民が利用する住民票の交付だとか、固定資産税の関係の管理

については、そういったものについてはバックアップ体制をとっています。ですから、そ

れは予備として庁舎には保管してありますので、メーンが、今札幌にありますけども、そ

の連絡網が閉ざされてもそういう体制はバックアップをとっているということなものです

から、今の段階では、私としてはこの状態の中では一応安心をしているという状態でござ

います。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏）  谷内議員。 

◎６番（谷内純哉氏）  ありがとうございました。 

 それでは、ジオパークについて、若干、前段、武田議員の答弁の中にも丁寧な御答弁が

ありましたので大体わかったつもりでありますけども、私の考えの中でちょっと何点かお

聞きしたいと思います。 

 議会の行政視察で、新潟の糸魚川市で視察させていただいたときに、糸魚川市は２００

８年に日本ジオパークに認定され、すぐ１年後には世界ジオパークに認定されたというこ

とで、三笠と規模は当然違うと思います。人口も４万７,０００人強、面積も三笠の倍以

上あるということで、基本的にはちょっと比べることはできないのかもしれませんが、こ

れ、今、再認定を、世界ジオパークを認定されて６年目を迎えています。 

 その中で、先ほどの周知活動の中で、部長も言われたとおり、町内会だとか各団体だと

かの周知活動をされているということ、今もうしているということなのですけども、いま

だに、糸魚川市では出前講習会などを各町内会や各団体等に出向いて周知活動を行ってい

るということをお聞きしました。それで、三笠も今までされてきたと思いますが、これは
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ここ１年、２年やればいいのかとか、４年後再認定されたからもうしなくてもいいとかで

はなくて、ずっと継続してされていくことなのだというふうに考えています。 

 それで、そういうことも、まあ、１人というわけにはいかないでしょうけども、町内会

か商工会、商工会はおかげさまで２回ほど役員の方のジオツアーを組ませていただいて経

験させていただきましたけども、そういったことを継続的にやっていかなければならない

というふうに考えますが、その辺の体制というか、そういうその辺の考えをまずお聞かせ

いただきたいと思います。再度、お聞かせ下さい。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  先ほども言いましたように、私どもも、市民の方にでき

るだけ理解していただくということで、要請があればいつでも出ていって説明していきた

いと。 

 ただ、今、糸魚川のほう、まだいまだにやられているという話がちょっとございまして、

私どもは、何年やればいいのかというのはちょっと今明確にはわからないのですが、それ

は、今後やはり市民の方の理解度ですとかその辺を見きわめながら、必要な部分はやっぱ

りやっていかなければならないのかなという今思いではおります。 

◎議長（谷津邦夫氏）  谷内議員。 

◎６番（谷内純哉氏）  そういう周知活動については、もう何年とかではなくて、やっぱ

り定期的にやっていくこともそうですけども、そういう依頼があったときにはいつでも説

明に行けるとか、そういうところが大事になってくるのだと思います。 

 そこで、例えば、先ほどから商工会等の関連云々と言っていたので、一つだけちょっと、

商工会の関係ではないのかもしれないのですけども、糸魚川市だとか行くと、街路灯のフ

ラッグにちゃんと世界ジオパークとかそういうのを飾っています。そういう意味では、例

えば多賀町、幸町等商店会がありますけども、そういう団体が何かの補助をいただくよう

なものを商工会を通して見つけたときに、行政の許しというか承諾が要るという、ちらっ

となのですけども見せていただいたのにそういうふうに書いてあったのですけども、そう

いう、ちょっと詳しくはわからないのですけども、大変突然の話で申しわけないのですけ

ども、そういったときの前向きに協力していただける、当然そういうふうに思っているの

ですけども、そういったことが今後出てくると思うのですけども、その辺は対応していた

だけるような体制になっているのかどうかお願いします。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  今、フラッグのお話があったのですけども、市としては、

今、この三笠ジオパークというのは、実は三笠ジオパーク推進協議会という、この協議会

がございまして、ここが母体となって今活動をしているというところでございます。この

協議会には、行政、教育、商工業と各団体によって組織化して、教育部会、産業部会、学

術部会等に分けて活動していくということになってございます。 

 また、特に産業部会につきましては、商工会ですとか観光協会、また特産品協会等メン
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バーに入っているということもございますので、これらの協会のほうと私どもと手を取り

合って、できる限り前向きに進めていきたいという思いでございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  谷内議員。 

◎６番（谷内純哉氏）  行政ができることと各団体が自主的にやっていかなければならな

いというところの協力の部分とあると思いますので、その辺はうまく連携をとって、ジオ

パーク盛り上げていくためによろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、次に、ジオガイドについて若干御質問させていただきます。 

 私も今まで３カ所のジオパークの視察させていただきまして、いずれも行政視察という

ことで視察させていただきました。ガイドについては、ほんとに人が好きになるというか、

すごくユーモアがあって話が上手なガイドさんがいると、話のおもしろさだけに注目して

しまって、どこ見てきたのだろうかなという、逆に言うとそういうことも考えて、ほんと

に質のいいガイドさんというか説明員というか、そういう人にお話を聞かせていただきま

した。 

 そういうところで、博物館の学芸員の方、企画の職員、ボランティアの方、今１１人で

すか、ということで協力していただいていると思いますが、今後、やっぱり三笠の６つの

ジオサイトがあるわけですけども、それぞれ違う分野というか、得意な部分も出てくるか

と思うので、全てに１人の人が全部というわけにもいかないと思いますし、そういう意味

ではガイドさんの質が高くなって、そのガイドさんを目当てにまた来ていただけるような、

そんな形になればと思いますが、ガイド養成についていろいろお話しさせていただきまし

たので、大体理解させていただきました。今後も、そういう意味ではガイドの質を高めて

いっていただきたいと思うところでございますけども。 

 ただ、来年度、また、推進課、どういう名前になるかわからないけども、そういうふう

にしたいという先ほどのお話です。ガイドとしての通年雇用、専属のガイドとしての通年

雇用の考えがあるか。その人を通じて、今言った町内講師も兼ねたという、そういう通年

雇用の考えがあるかどうかお聞きしたいと思います。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  通年雇用のガイドといいますと、多分それが職業として

できないかというお話かなと思います。 

 ただ、私どものちょっとまちを考えたときに、どれだけそのガイドが利用されるかとい

うこともあると思うのですが、なかなか現時点では、職業までは、今のところはちょっと

難しいのかなと思いがございまして、今後につきましては、今、有償のボランティアなの

ですけども、ここの拡充に向けてまずは取り組んでいきたいという思いでございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  谷内議員。 

◎６番（谷内純哉氏）  ありがとうございます。 

 先ほども言いました周知活動もそうですけども、ジオガイドの養成についても、十分に

勉強するというか講習できるような体制にしていただきたいと思いますし。答弁は要りま
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せんけども、市職員皆さんもきっと人事異動だとかあるかと思いますので、その辺の意識

を持っていてもらいたいなと思います。 

 ジオパークについては、以上で終わらせていただきます。今後ともよろしくお願いした

いと思います。 

 続きまして、避難所の現状について質問させていただきます。 

 今ほどの関係で、全市が一斉に停電になるということはもう考えづらい、また全市民が

避難するということも当然考えづらいということで、答弁の中の、ことしから２年計画で

避難所の表示看板を設置されるということで、大変いいことだと思います。 

 自分の地域の避難所がどこなのかというのは、広報等、町内の方にも会長さんを通して

回覧等でされているとは思いますけども、高齢者だとかも多いというか、なかなかその辺

の、避難所がどこにあるのかという、自分の地区の、そういうのを、これも、先ほどでは

ないのですけども、今まで周知してこられたと思いますけども、定期的に広報等を町内会

の回覧を利用していただいて周知徹底してもらっていきたいと思います。現状については

答弁はいいですので、そう思います。 

 次に、避難所のライフラインの確保でありますが、今ほど言いました、開発局からの防

災資器材の貸与の申し出があるということで、これは大変うれしい話だと思います。大変

期待したいと思っています。本来であれば自前で持ちたいところでございますが、建設協

会の方々の御協力だということで整備されているということなので、よろしくお願いした

いと思います。 

 そこで何点かお聞きさせていただきたいと思いますが、今ストーブや発電機はある程度

確保しているということですが、その燃料の確保についてちょっとお聞きしたいと思いま

す。 

◎議長（谷津邦夫氏）  消防長。 

◎消防長（永田 徹氏）  今、燃料の確保のお話でございましたけれども、実は燃料は自

前では備蓄しておりませんけども、東日本大震災のときに燃料の調達が大きな問題となり

ましたので、それを契機に、当市におきましてことし１月に南空知石油業組合、あと出光

リテール、イオンのナラサキ石油と防災協定を締結しまして、有事の際には優先的に燃料

を供給していただけるということの体制を今構築しているところでございます。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏）  谷内議員。 

◎６番（谷内純哉氏）  確保されているということでよろしいですか。ありがとうござい

ます。 

 それでは、もう２点ほどお聞かせいただきたいと思いますけども、毎年９月１日に、防

災の日の前後に、洪水や地震などを想定した防災訓練を市民がされていると思いますが、

今後、冬期間の停電だとかについては、行政や市民が速やかに対応できるような冬期間の

停電になったという想定で避難所を開設する、冬期間の防災訓練実施してはどうかと思う
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わけですけども、市の考え、どうお考えでしょうか、伺います。 

◎議長（谷津邦夫氏）  消防長。 

◎消防長（永田 徹氏）  冬期間の防災訓練の考え方ということでございますが、当市の

場合、これまでは主に夏場にかけての、例えば台風だとか、そのときの洪水なんかを想定

しまして、建物等に被害が発生して避難所を開設するということを想定して、それに対す

る防災訓練を行ってきたという実態がありますけども、私どもも、登別市のああいう出来

事があってから、やはり当市においても起こり得る事態であろうということで考えており

まして、市民の方にも協力していただいて、冬期間避難所を開設しまして実際に市民の方

に避難していただくというような防災訓練を実施するということで、今そういう方向で検

討しているところでございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  谷内議員。 

◎６番（谷内純哉氏）  冬の時期ですから、そういう訓練も、なかなかしてもらうという

のも大変かと思いますが、何年間に、毎年とは言いませんが、そういうこともぜひ検討し

ていっていただきたいなと思います。 

 もう一点、そういう中で、避難するという中で、４３％以上高齢者、三笠市については

各地域に防災時に避難する方々が援護を必要とする方も、そういう生活されている人がい

ると思うわけですけども、そういう人たちを把握されておられるでしょうか。 

◎議長（谷津邦夫氏）  消防長。 

◎消防長（永田 徹氏）  特に、高齢者の方の援護される方の把握ということでございま

すけれども、６５歳以上の独居世帯だとか身体障害者世帯なんか、特に避難時に支援が必

要と思われる方につきましては、生活安全センター、また福祉事務所だとか保健福祉課が

連携してデータベース化しておりまして、何かありましたら情報を共有した中で対応する

という体制をとっております。 

 また、あと、地域の実情に精通しております消防団員からの情報も頼りにしながら、実

際的には進めているところでございます。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏）  谷内議員。 

◎６番（谷内純哉氏）  私も消防団員ですけども、そういった意味では、市民の安心安全

のため今後とも努力していただいて、そういう、援護を必要とする人たちに安心安全と思

っていただけるような防災関係になっていただければと考えております。よろしくお願い

したいと思います。 

 続きまして、ＩＴ関連の機器のバックアップ体制についてでございますが、今説明して

いただいたとおり、もうほんとに安心しているところでございますけども、１点だけ、光

が２回線、センターデータは札幌にあるということですけども、先ほどのように送電線が

途中で切れて、２回線がというのは、それ、別々にあるものですか。別々に走っているも

のですか。 
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◎議長（谷津邦夫氏）  総務福祉部長。 

◎総務福祉部長（松本哲宜氏）  ２回線は、別々のところで、一つはＮＴＴ回線、ＮＴＴ

のほうです。それから、もう一つのほうは北電ホットネットということで、別々の回線で

す。 

◎議長（谷津邦夫氏）  谷内議員。 

◎６番（谷内純哉氏）  わかりました。そういうことでは、ある程度保護されて安全な状

態だということでございます。市民の大切なデータだと思いますので、保護のために今後

ともよろしくお願いしたいと思います。 

 これで質問を終わらせていただきたいと思います。ありがとうございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  副市長。 

◎副市長（西城賢策氏）  お尋ねのあった中で、避難所の案内と、それと冬期間の防災訓

練、これはもう非常に大事な部分だと思っておりまして、登別のようなこともありますし、

私どもとしては、もう以前から冬期間の防災訓練というのはできないのかと、消防には大

分頭を悩まさせたのですけども、何とか工夫して考えていきたいということで先ほどのよ

うな答弁になっているということでありまして、これは私どもも大事なことだと思ってい

ます。 

 それから、避難所についても、これは私の記憶では唐松の方から、「私どこに逃げたら

いいのだべ」という話があって、かなり周知しているのですよというふうに申し上げたの

ですけど、「いや、だけど全然わからないのだ」というお話もあったものですから、これ

はもうきちっとした、よその例を調べてみると、ちゃんとそれぞれのところに誘導看板が

ありまして、それに基づいて行けば間違いなく自分のところの避難所に行けるというよう

な状況がわかったものですから、それをしっかりやってくれということで取り進めている

ということであります。 

 それと、ジオパークのことなのですけど、もう先ほど来もお話がありまして、市民周知

というか市民の徹底、これ、まあ、限度があると思います。広報も毎月のように出してい

るけど、いや、そういうのを広報に出しているのですが、「そんなものを見るか、おま

え」みたいなことを言われることもよくあるのです。だから、何をやってもそれは限度が

あると思います。１００％ということにはならないと思うのです。 

 ただ、何とか、普通、宣伝費をかけてジオパークを知らせるというのも一つの手だとい

うことなのですけど、一つは、ことしもやっておりますけども、テレビコマーシャルを入

れるとか、それから、まあ、パブリシティーだけではなくて、一般のコマーシャルも新聞

なんかにも打つというようなことを今企画で検討してもらっています。だから、例えばテ

レビコマーシャルをつくろうとすれば、そのうちの何本かつくるうちの１本はジオパーク

でつくりたいなということで今企画のほうで検討してくれていますので。 

 そんなことで、うちの、三笠市のコマーシャルというのは、かなり、どこ行っても声か

けられまして、「ああ、三笠市ってあのコマーシャル出しているところですよね」という
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ようなことにすぐなるのです。かなりの効果があるかなと、視覚的に訴えるというのはや

っぱり非常に大きなというふうに思っておりまして、そこのところは新年度に考えていき

たいなというふうに今思っているところであります。これは、もう当然、予算御審議いた

だいてのことだと思います。 

 もう一つは、ジオパーク認定になって、これをやっぱり宣伝材料として三笠市をもう一

つ大きく羽ばたかせていく、何か方法ないのだろうかということをずっと考えていまして、

私のほうから指示しておりますのは、明年、ジオパーク認定記念イベントを打てないかと

いうふうに今のところちょっと考えているところです。何も決定しておりません。決定す

るとすれば、また市議会にもお出しをして予算もいただかなければならないというふうに

思っておりますけども。 

 普通、言っても、例えばテレビコマーシャル一つつくるにしても、何だかんだといって

三笠市出して、予算、もう御記憶だと思いますけど、一千数百万かかるわけです。その金

を逆に、それはそれとしてやるにしても、イベントで一定期間、例えば来年の夏休みとか

の期間はばんと打つという形をもしもとれたら、おもしろい内容になって、もしもとれた

ら、それそのものが今度は新聞やテレビいっぱい取り上げてくれますので、黙っていても

コマーシャルになるという形を何かとれないのかなと。同じお金かけるのだったらそうい

う方法もあるぞということを言っておりまして、それも企画のほうで今一生懸命検討をい

ただいておりまして。 

 過日、私の友人の北海道新聞の、今、事業センターにセンター長としている者がいるの

ですけど、担当職員を一緒に連れて行きまして、相談をさせております。どんなことがで

きるかはわかりません、まだ。ただ、道新は２年前に恐竜を中心にしたこの人のイベント

をやっておりまして、成功をおさめているということもありまして、何かそこら辺のアド

バイスをいただきながら取り組めたら一挙両得かなという感じもありまして、それは大き

なコマーシャルになるのではないかと、まだまだ検討段階でございます。やれるかどうか

もわかりません。当然やるときには議会の御承認いただかなければならないというふうに

考えておりますけれども、できればそんなことも考えてみたいなというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  以上で、谷内議員の質問を終わります。 

 最後に、２番澤田議員、登壇願います。 

（２番澤田益治氏 登壇） 

◎２番（澤田益治氏）  平成２５年度第４回定例会において、一般質問を通告順に従って

質問させていただきます。私のほうからは、大きく２点にわたって質問させていただきま

す。 

 安倍政権が来年度から導入を考えている農地中間管理機構についてお伺いをいたします。 

 今の安倍首相は、戦後レジームからの脱却をうたい、憲法の改正やＴＰＰ、転作の見直
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し、秘密保護法といった日本の戦後の歩みに逆行するかのような転換点にもなりかねない

ような行動をとっております。多くの国民やマスコミでは、戦前の治安維持法をほうふつ

させるとも言っております。 

 そのような中、１９５２年に制定され６１年間にわたり現在に至っている農地法の改正

にも手を打ってきております。その中で、水田の転作が４０年間続いておりますが、多く

の農業者やその後継者と言われる若者が、農業離れが多くなってきているのも事実でござ

います。 

 当市においても、６５歳以上の農業後継者が４７％を超えており、４５歳未満及び後継

者のいる農業世帯が全体の２割程度となっております。このような現象は当市だけではな

く全国的な問題となっておりますが、この問題については、政府は農業者並びに農協また

は組織や個人に責任を転嫁していると私は思われます。 

 また、国は将来にわたる農業政策をとって確立してこなかったことや、転作を進めなが

らも、なお規模拡大を進めるといった相矛盾する政策をとり続けてきたことが、農業の離

職や後継者不足といった結果になったと私は思っております。 

 そこで、お伺いいたします。現在、政府が進めようとしている農地中間管理機構とは何

なのか、これができることによって遊休農地が解消できるのか、それを聞かせていただき

たい。さらに、当市と農業者にとってメリットがあるのかないのかを聞かせていただきた

い。 

 ２つ目、学校給食の無償化について質問いたします。 

 昨年春入学された、現在小学校２学年になる子供さんの父兄から、給食費を払いたいと

のお話をいただきました。この夫婦は、食べる物をつくる難しさや大切さを自分の子供に

見せていると、子供にそういうことの教育をしていると。ですから、自分の子供の口に入

るものは、やっぱり親として責任を持ちたいということを子供に見せているという話でご

ざいます。本人は、子供の教育としてはよくないのではないのかと考えておられるようで

す。 

 この父母のお話は、給食費を払えるにもかかわらず、生活が苦しいため支払えない人た

ちに便乗しているように思われる、また、支払えるのに支払わない人もいるのではないか、

これが、子供たちの将来にとってほんとに正しいことなのかと、給食費無償化の疑問につ

いてお話をいただきました。この父母からは、親として子供に対する愛情と子供の将来に

対する責任を深く感じました。 

 現在行政がとっている施策については、理事者や議会も認め進められていることは承知

しておりますが、このお話はまさに食育という問題点につながります。食育といっても幅

が広くさまざまな方向性があると思いますが、理事者側としてどのように考えているかを

お聞かせ願いたい。また、給食費についてですが、支払える人には支払っていただき、支

払えない人には行政としての支援をするというのが本来の行政の姿と思いますが、理事者

側としてはどのように考えているかをお聞かせ願いたい。 
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 以上、私のほうからこの２点について質問させていただきます。登壇での質問は以上で

終わります。よろしく答弁のほどお願いします。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  私のほうからは、農地中間管理機構についてお話をした

いと思います。 

 農地中間管理機構につきましては、国の経済政策であります第３の矢、この農業分野に

おいて、生産性を高めて激しい国際競争に勝ち抜いていくと、攻めの農業ということを実

現、維持可能なものにするために、農業の構造改革を加速化するという目的から、担い手

への農地の集積、また生産コストの削減を推進するために、農地の中間受け皿として都道

府県に設置していくというものでございます。 

 現状、全国では、この２０年間で耕作放棄地が４０万ヘクタールに倍増していると、ま

た担い手の農地の利用につきましては全農地の５割程度となっているということがありま

して、今後１０年間で担い手の利用する面積を農地の８割まで上げていきたいというふう

な目標を掲げているところでございます。 

 私どもの承知しております、農水省の資料等でも判明している、ここで言われている主

なメリットということなのですけども、１つ目としては、受け手がない農地を機構が借り

受けをまずするというのが１点ございます。次に、必要があれば、借り受けした農地の基

盤整備を機構が負担して実施するということがございます。また、３つ目としまして、受

け手が見つかるまでの間、機構が保全管理するということが、今現状としては示されてい

るところでございます。 

 しかしながら、１１月に北海道農業会議というところがございまして、こちらのほうで

説明を受けました内容につきましては、１つ目としては、処分できない農地は賃貸借を解

除して手をつけなくなるのではないかと、こういうふうなおそれがあると。あと、もう一

点は、借り受け者の選定につきましては、地域の話し合いでこれまで作成してまいりまし

た「人・農地プラン」、これが活かされないのではないかというふうなことも言われてお

ります。また、３つ目には、貸し付け予定があるもののみ土地改良を行って、ほんとにこ

れで遊休農地が解消となるのかなど、これ以外にも何かいろいろと疑問な点があるという

ふうに現状としては聞いております。 

 私どもとしても、現在、具体的に正式な内容というのがまだなかなか来てないというこ

とがございまして、今後は情報収集に努めまして、三笠市の農業としてどのような影響が

あるのか、しっかり見きわめて検討していきたいというふうに現在考えております。 

 以上です。 

◎議長（谷津邦夫氏）  学校教育課長。 

◎学校教育課長（高森裕司氏）  私のほうから学校給食の無料化と食育教育という関係に

ついて、考え方について御答弁させていただきたいと思います。 

 まず、平成１８年度から実施しております小学校の給食費無料化につきましては、少子



― 48 ―  

化支援対策として教育費の保護者負担を軽減し、安心して子供を育てやすい環境づくりを

支援するものであり、将来を担う次世代をふやすことや、市外への転出を抑制し市内への

転入を促進することを目的とした事業でございます。また、ＰＴＡ総会や新入学説明会に

おいて保護者に事業の趣旨を説明するほか、学校だより、そして広報等にも掲載しまして、

保護者、地域の方はもとより市民に広く周知しながら実施してまいっております。これに

つきましては、小学校の無料化につきましては、十分に認識されているものと考えており

ます。 

 学校教育においても、子供たちに、米の生産される方、それから自然の恵みに感謝する

などの食のありがたさについて、学校給食の時間そして道徳の時間の中でしっかり指導し

ておりまして、そういう中で食べているというような状況でございます。今後においても、

まち全体で子供を育てるという観点に立ちまして、子育て支援に関する要請の変化を注視

しながら事業の推進を図ってまいりたいと考えております。 

 それと、食育ということでございますが、学校における、まず食育教育ということでご

ざいますが、主に学校給食の時間を活用しまして、栄養教諭が自作の教材などにより、食

事に関する正しい知識を養う、食中毒の予防、それから三笠産の食材の紹介、それから自

然の恩恵などへの感謝、食文化に関する理解を深める指導を行っております。 

 それと、家庭に対しては、毎月発行します給食だよりの中に正しい食生活や食中毒の予

防、それと先ほどの三笠産の食材等の紹介と、あと早寝・早起き・朝ごはんということの

推進を順次保護者のほうにも周知しております。これによって、家庭における食育教育の

推進という部分にも現在取り組んでいるところでございます。 

 今後におきましても、子供たちの心身の健全な育成や食に関する正しい理解と適切な判

断力を養うために、さらに家庭と連携した食育教育の推進に努めてまいりたいというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  澤田議員。 

◎２番（澤田益治氏）  答弁ありがとうございます。所管の打ち合わせを十二分にしたも

のですから、あんまり最初から全部答え言ってしまわれて、答弁する内容なくなったので、

それは冗談ですけども。 

 先ほどの農地中間管理機構の関係ですけども、私、一つだけ先に言っておきたいのは、

安倍さんの考え方というのは、首相の考え方というのは、今回、私が見ている限り、原発

問題では、オリンピックの問題が招致されたときに、汚染水の問題はコントロールされて

いると、世界中から批判を受けたということでありますし、またＴＰＰの問題についても、

本議会でも反対をしている。そんな中でも、なかなか、今、きょうの新聞でもそうですけ

ども、合意に至らなかったと。それでもなおかつやめないと、来年度には、年明けてから

また交渉すると。 

 今、多くの農業者というのは、営農計画書をどういうふうに書こうかと、それとも離農
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しようかという、ある程度高齢者の方々はもうこの際にやめようかという方も、はっきり

言っておられるのです。ですから、非常に厳しいと。そういう点でいけば、中身がない。

それと、もう一つは、今の中間管理機構ですけども、それについても、やっぱり中身がな

いと。 

 それで、これ、安倍さん非常に口のうまい方で、中間管理機構と言いながら農地バンク

という言葉使います。ただ、この中で、バンクということは皆さん銀行を思い出すのだろ

うけども、銀行であれば１円からでも預かって、借りてくれる人は銀行が探すと。ですけ

ども、この農地中間機構の中では、借り手がいなかったらその土地を受けないとはっきり

言っているのです。これは、ある意味矛盾する話です。ですから、非常に、言っているこ

ととやっていることが違うと。 

 それで、私は一番思うのですけども、どうも安倍さんという方は、最初にタイトルを考

えておいて中身は後からつけ足すと。今回の、ちょっと話が飛んで申しわけないのですけ

ど、時間がいっぱいあるからちょっと話させてほしいのですけど。 

 今回の秘密保護法についても、あれだけの反対がありながら、新聞見たら８２％の国民

が反対と言っていますけども、そんな中で答弁するたびに答弁の内容が変わると、こうい

うものをつくります、こういうものをつくります。ですけども、強行採決して、後、国会

の中で自分が話したときに、もっと丁寧に進めればよかったという話ですけれども、非常

に私としては信用のできない人だなというふうに私は思います。 

 そんな方で、今回の国会の中で、やっぱり今秘密保護法に触れて、そして農地中間管理

機構の大事な中身が飛ばされちゃったと。私、きょうこの問題は、ここで皆さんとどこに

問題があるかということをやっぱり追及していきたいと私思って、それで質問に立たせて

もらっています。 

 先ほど中沢部長言われましたけども、民主党政権の中で、我々は人・農地プランという

のをやりました。そうして、各農事組合が集まって、皆さんその中で若い方も年寄りの方

も、俺がもうできなくなったら俺の土地はおまえに預けると、おまえやってくれよと、約

束するかと、そういうことまでやって、今決まっています、三笠の農地の中で。そんな中

で、突然、この農地中間管理機構なるもの出されて、それで、我々に、それを呑め、前の

政権の段階の中の人・農地プランの関係はどうなるのかということを私たちは正直言って

聞きたいです。それを、まず１点、先にそれを。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  今議員言われました、人・農地プランの関係なのですけ

ども、実は、この法律は、衆議院の可決がことしの１１月２８日可決されておりまして、

このときに附帯決議という形で、農地中間管理機構の成果を上げていくために、これまで

つくられてきた人・農地プラン、ここに重点を置いていくということで附帯決議がされて

いるということで、そういう意味ではこの計画が今後活かされていくのではないかという

ふうに現在考えているところでございます。 
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◎議長（谷津邦夫氏）  澤田議員。 

◎２番（澤田益治氏）  もう一つ聞きたいのですけども、中間管理機構の中では、本州は

４ヘクタール、北海道は１０ヘクタールと言っていますけども、本州は最低下限面積は何

ぼですか。三笠市は、今現在、最低下限面積は何ぼから農業者として認められているかち

ょっと教えていただきたいので。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  三笠市でいきますと、２ヘクタール以上ということの位

置づけにしております。 

◎議長（谷津邦夫氏）  澤田議員。 

◎２番（澤田益治氏）  そうなれば、今現在、三笠市の戸数で割った平均面積というのは

どのぐらいになっているのですか、ちょっとその数字をお願いします。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  三笠市でいきますと、今の農家戸数が約１２０ございま

して、農地面積が１,２００ヘクタールと、これを割りますと、平均しますと１０.１ヘク

タールという数字がございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  澤田議員。 

◎２番（澤田益治氏）  数字でいけば、既に安倍首相がこの中で言っているように、本州

が４ヘクタール、北海道は１０ヘクタール、もう既に超えているのです。それでも、我々

としては、やっぱりその１０ヘクタールでも生活できないと。ですから、今現在この農地

中間管理機構なるものを出してきても、それは全然的外れなのです。そこを、この北海道

というのは、やっぱり府県と違うという考え方を持っていかないと、北から南に長い国の

中でもって、やっぱり耕作面積が違うなり、そういう土地に対する考え方が違うのです。

ですから、そこをしっかりと捉まえていかないと、要するに、これからの農業というのは

北海道では守れないという考え方がやっぱあるのです。 

 それで、実際に、今、北海道と本州の、要するに農地に対するというか土地に対する考

え方というのは、どういうふうに皆さん持っていると思いますか。ちょっと、これ誰か答

えられれば答えてください。 

◎議長（谷津邦夫氏）  企画経済部長。 

◎企画経済部長（中沢敏男氏）  余り詳細な回答にちょっとならないかもしれませんけど

も、やはり北海道は大規模な農業と、内地のほうにつきましては小規模というのですか、

そういう中での農業という考え方だと思います。 

◎議長（谷津邦夫氏）  澤田議員。 

◎２番（澤田益治氏）  今、部長言った話は全然間違っていないです。当たっています、

そのとおりです。 

 ただ、違うことは事実は事実ですけども、本州の農業というのは資産です。親から代々

受け継いだ資産。ですから、何としても売らない、投げても売らないというのが彼らの考
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え方です。北海道の農業というのは、意外とそういう点でいえば歴史が浅いですから、農

地というのはそこから生産物を上げるという考え方ですから、そういう考え方ですから、

必要がなくなったらすぐ農地を手放すとか、売るとかという、貸すとかという話になるの

です。 

 ですから、府県でいけば小作料というのは安いのです。北海道は、どっちかというと、

１０アール当たりの小作料が高いです、そこから収入をしっかり上げるということで。で

すから、そういう点でいけば、今言われているように、この農地中間管理機構の中でもい

ろいろとやっぱり矛盾があるのです。確かに、国が定めて出してきたものですけど。 

 それと、もう一つは、皆さんも御存じのように、民主党政権、これ水田農家、水田作付

に１万５,０００円出しましたよね。その後いろいろ議論がありまして、国会の中で、自

民党さんは５,０００円にするとか、あと政府との話し合いの中で、最終的には７,５００

円。１万５,０００円を半分に割っただけです。この中に何も農業政策ないです、農業者

から見れば。ただ、その中の話を折り合いつけたというだけで。 

 ですから、私は、やっぱりこの農地中間管理機構にこういう農地のあっせんだとか売買

を任せていっては、ほんとの遊休農地対策にならないと私は思っているのです。ですから、

そういう点でいけば、現在ある各農事から選ばれている農業委員さん、それぞれおられま

すから、そういう人方をしっかり使って、やっぱり農地の貸し借りをやっていくというこ

とが私は大事だと思います。 

 特に、この農地中間管理機構の中では、私のいただいている資料の中では、俗に言う、

国家戦略特区ワーキンググループの中で話し合われていると。そして、農地に対する利害

関係が農業者がいることであるのだと、だから農業者を排除して一般の人を入れて、もっ

と広く第三者を入れて広げなくてはならないというのですけども、それは府県の話であっ

て、私は北海道には適さないというふうに思っています。 

 それで、この問題については、どなたかまとまった話をしていただきたいと思うのです

けど、最後に、市長でもいいですけど。 

◎議長（谷津邦夫氏）  小林市長。 

◎市長（小林和男氏）  プロの質問に対してノンプロが言うのもちょっとあれなのですけ

ども、今お話あったように、日本の農業というのは、それこそ日本の歴史の起源からいく

と本当に何千年という長い期間があって今日ができ上がったわけですから、その土地土地

によって農業のあり方、それから農地に対する思いというのは違うということは十分理解

しております。 

 そういった中で、いろいろと国としての農業政策をやるのだとすれば、やはり地域の実

情に合ったそういう体系に持っていかなければ矛盾が出てくるのは当然なのです。だから、

今回のこの農地中間管理機構にも、今指摘がありましたように、本州とこっちでは面積の

問題も違ってきていると。それから、本州のほうはほんとに兼業農家というのはもう８割

方が兼業農家、つまり仕事をしながら農業をやっているというのがありますし。 
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 そういうことで、今ＴＰＰの問題で、いわゆる国際競争の中でどうやって生きていくの

かということの中で、いろいろなのがこの間出ておりました。世界と太刀打ちできるため

の農家の実践なんかがあって、こういうのをやればできるのだから、だから関税なんか取

っ払ってしまえという乱暴な意見があるけれども、それでは農民は全部その方向でやった

ら、それでは成り立つのかと言ったら成り立たないのです、やっぱり。 

 だから、そういったことを考えると、やはりもっともっとじっくり議論して、この問題

をどう解決していくのかということに行かなければ、本質的な解決にならないだろうとい

うふうに思っていますから、私どもとして、皆さん農業どうやっていくかということにつ

いては、ほんとに現場の皆さん方の意見を聞きながら、そして三笠として応援できるもの

は何なのかということを見きわめながらやっていきたいと。 

 この間、建議をいただきました、農業委員会から。それらについても、やっぱりある程

度は異議共通するところはあると思っておりますので、こんなことで御理解いただきたい

と思います。 

◎議長（谷津邦夫氏）  澤田議員。 

◎２番（澤田益治氏）  ありがとうございます。市長にそう言っていただくと、私どもも

仕事をするかいがあるというふうに思っています。 

 せっかくの機会ですね、農林の課長に、政府が今守ろうとしているその農産物の５品目

について、その価格帯が一体どういうふうになっている、どの程度ほんとの価格であって、

それにどの程度、補助金というか、上乗せがあって、その価格が維持されて農家が生活し

ているかということ自体をちょっと教えていただきたいと思うのですけど。 

◎議長（谷津邦夫氏）  農林課長。 

◎農林課長（松本裕樹氏）  まず、米で言いますと、生産額、まず１０キロ当たりに対し

まして１,９３０円で、販売経費含めますと大体約４,０００円程度で販売したとすれば、

そのうち約２８３円が国の交付金として算入されております。仮に交付金が廃止された場

合、この約７％程度が消費者への直接的な負担となる可能性も考えられると思っておりま

す。 

 米と同様に、小麦、ソバ、今言われました大豆におきましても、当然交付金が支出され

てございますので、価格を安定させて消費者にお届けされているという状況になってござ

います。 

 以上でございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  澤田議員。 

◎２番（澤田益治氏）  ありがとうございました。今、中間管理機構と付随してちょっと

教えていただきましたけど、ここで中間管理機構については質問を終わらせていただきま

す。 

 続きまして、小学校の給食費無償化についてですけども、これは私いろいろ聞かされて

おります。これは、市長が、全国的に例がなくて、一生懸命力を入れてやられたというこ
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とで、多くの人が、「おまえ、こんな質問するなよ」と、「おまえ、あれだよ」というよ

うな質問なのです、ほんとに。 

 ただ、食育の関係もありますけども、ある程度の、こういう父兄があらわれるというこ

とは、やっぱり市長のやってきたことがそれなりの成果を見ているのではないかと私は思

うのです。どんないい制度についても、余り長く続けていると、どこかで一回見直しをか

けたらいいと思うのです。 

 それと、ちょっと話飛ぶのですけども、この父兄の中からは、やっぱりそういうお金を

使ってくれるのであれば、同じ学校で、小学校あたりでも図書室というのがないから、ち

ゃんとした図書室をつくってくれよとか、そういう要望も父兄の中であるという話も聞い

ていますから、そういう点でいけば、同じお金を、まあ、学校に入れるにしても、やっぱ

りそういうふうな使い方も私は必要なのではないかなというふうに思います。 

 それと、もう一つは、ここに「小学校無償」と書いていますけども、義務教育であれば

中学校もまたありますから、その辺のことも、今の段階、今、社会非常に厳しい状況です

から、両親が、もう子供がやっぱり高校に上がるとなればそれなりの金がかかるという点

でいけば、そこら辺のことも含めて対応したらどうかというふうに私は思っているのです

けども。どうですか、その辺は、誰か答弁していただけますか。 

◎議長（谷津邦夫氏）  教育長。 

◎教育長（北山一幸氏）  ただいまの無償化の関係でございますが、これは基本的に子育

て支援の一つというふうに私ども捉えてございます。教育にかかる経費の負担を軽減する

ということで、今、それぞれ幼稚園のお金、それから保育所のやつについてもそれぞれ子

育て支援ということでやらせていただいております。 

 今ほど、中学校もというお話もあるのですが、これはあくまでも子育ての一つの支援と

いうことでございまして、全体の三笠市の中でのできる範囲内のところでやらせていただ

いているということで。 

 あと、その学校図書等々につきましても、それぞれの学校に図書室は整備させていただ

いてございまして、ある一定の予算をいただきながら図書の入れかえも行っているという

ことで、全て、全部１００％できればいいのですが、できる範囲の中で子育ての支援をさ

せていただいているということで御理解いただければというふうに思います。 

◎議長（谷津邦夫氏）  澤田議員。 

◎２番（澤田益治氏）  当初からいろいろ聞かされていて、これは学校給食無償化という

ことばっかりが先に立ったのではなくて、少子化対策だと、何とか親御さんに、やっぱり

そういうことでもって支援するからちゃんと子供を産んでふやしてくれということが根っ

こにあったと思うのです。今、教育長言われましたけれども、私もそのことは全然異論あ

りません。 

 ただ、今ちょっと気になったのは、子育て支援と、子供というのは、一体、何歳から下

が子供でなくなって、あれなのですか。普通、今は、日本国の憲法でいえば、要するに中
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学生までが義務教育ですから、やっぱり子供と私どもは考える。高校になれば、おまえ、

もう少し大人と違うのだからとなるのですけども、そういう点では、三笠市では子供とい

うのは小学校までですか。 

◎議長（谷津邦夫氏）  教育長。 

◎教育長（北山一幸氏）  決して、中学生がもう大人で子供でないという意味ではなくて、

限られた財政需要の中でいろんな政策をとっていくとすれば、ある程度給食の部分では小

学校、それから保育所については保育所料ということで今実施させていただいているとい

うふうに御理解いただければと思います。 

◎議長（谷津邦夫氏）  澤田議員。 

◎２番（澤田益治氏）  話はわかります。ですから、限られた財政だから、だからそれを

もっと有効に使うという話です。ですから、払ってもらえる人には払っていただいて、払

えない人には行政として何らかの手を打つというのは、これは行政の本来の姿です。です

から、正直言えば、中学生も義務教育の子供のうちであれば、給食無料にするのではなく

て、そういう人方にも払っていただいて、理解していただいて、その分を例えば枠を広げ

るとかという考え方を持てばいいと思うのです。 

 ただ、今言われたように、限られた枠だから小学生には対応しているのだよというのは、

ちょっと私は納得できないです。どうですか。 

◎議長（谷津邦夫氏）  教育長。 

◎教育長（北山一幸氏）  あくまでも、これは、福祉的に払えない人への政策ということ

ではなくて、子供を育てるための支援という考え方ですから、ですから小学生であれば小

学生に全員という考えを今持っているということでございます。 

 ですから、それを中学校まで広げるかどうかということについてはまた別な議論でして、

そこまでの枠を広げるか広げないかと、でも今の財政状況の中では、今小学校が限度かな

というふうに考えてございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  澤田議員。 

◎２番（澤田益治氏）  市の財政の状態が、非常にこのごろいいよいいよと、副市長あた

りは言われるのですけども、ちょっと余裕ついてきたら、財政ないないと言わないで、ち

ょっとそれを広げてやってもどうですか、だめなのですか。 

 正直言って、今、ちょっと質問しますけども、中学生の子供がもし給食無料になったら、

何ぼ上乗せしなければならないのですか、ちょっと教えていただけませんか。 

◎議長（谷津邦夫氏）  教育長。 

◎教育長（北山一幸氏）  私は、財政状況というのは、今、確かにいろいろ備荒資金等の

話もございますが、いろいろとまちづくり全体で考えた場合、いろんなところでの財政需

要というのがこれからたくさん出てくるのだろうと思ってございまして、そういう意味か

らいけば、ある教育の部分についてはこの程度という部分のラインだろうというふうに思

っています。 
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 今、中学生のほうについては、確かに、今資料は持ってないのですが、１,０００万弱

ぐらいかなという、概算ですけど、そのぐらいということでございます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  澤田議員。 

◎２番（澤田益治氏）  なかなか教育長の口からは、小学生から中学生まで枠広げてそう

いうことはできないということは、教育長の口から言わせるのもちょっと酷で、市長、ど

うですか。 

◎議長（谷津邦夫氏）  小林市長。 

◎市長（小林和男氏）  この政策は、私が市長に立候補するときの市民に対する公約の一

つとして掲げてやってきて、それを理解していただくために各地域回って市民の皆さんか

ら理解をいただいて、今日まで続けてきたわけです。 

 今、教育長が答弁したように、やっぱり子育てをするためには、それなりの、我々は行

政としても応援していかなければとならないだろうと。私は、御記憶の方はあるかと思い

ますけれども、市民に対する理解を求めたときに、「じいさん、ばあさんが一肌脱いで孫

のために頑張ってくれ」と、こう申し上げた。その意味は、子育てをじいさん、ばあさん

もしっかりやってもらいたいと、そういう思いを込めてお話しさせて、拍手をいただいて、

この政策をとらせていただいたのです。 

 私は、今、澤田議員がいろいろとこの問題について話しているけれども、子供たちがた

だで給食を食べているということについてのありがたみがわからないのではないかという、

そういうことが根底にあるのではないかと私は思うのです。 

 特に、私の場合は戦前、戦中、戦後という間に食糧難時代に青春を送ってきた人間の一

人として、食べ物に対する思いというのはすごいあります。特に、私どもは兄弟８人もい

ましたから、ほんとに満足な物を食えないまま栄養失調の中で育ってきた、命をつないで

きたという経験ありますから、最近特にテレビなどでは、食べ物を投げたり、食べ物を持

ってふざけたやつがその画面の中にずらっと出てくるという、そういう場面を見ますと、

ほんとに憤りを感じる一人なのです。 

 ですから、私も教育長時代に、給食に対する、子供たちに対して、ただだということで

なくて、食べ物に対する感謝をするという、いただきますということは全ての自然界の物

の命をいただいて私たちは命をつないでいるのだというそういう感謝の気持ちというのは、

常に持たなければいけないということで、道徳の時間だとか、あるいは、だから私は学校

田やらせたのです。私が現場にいたときから、学校でやりました。そして、米をつくるこ

との大変さというのをやっぱりわからせるという、そういう意味。 

 ですから、給食の無料化という一つの場面だけではなくて、その背景には、そういった

ことをしっかりと子供たちに、そして今の若いお母さん方やお父さん方にも植えつけさせ

るということと、もう一つは、親として自分の子供に対する食べ物は親が責任を持つのだ

と、そういう思いから、さっきのあの話は出てきたのではないかと思っております。 

 そういうような意見が、ただ単に漠然と、給食が無料だということで過ごしてきたこの
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何年間を、子供たちに、そうではないのだということをしっかり教えるように、私は教育

委員会にもお願いしておりますし、また小中一貫教育の中の新しいカリキュラムの中にも

そういったことをきちっと位置づけてやっておりますので、そういった意味で、中学生は

どうなのかということについてはまた別な視点での議論になりますけれども、そういった

ことで、私の公約とした思いを理解いただきたい、このように思っております。 

◎議長（谷津邦夫氏）  澤田議員。 

◎２番（澤田益治氏）  そういうお言葉をいただいて、私も感銘します。同じ考えです。 

 そして、本来は、私が先ほど言いましたように、この父母から託されたのは金を払わせ

るという話ですから、逆なのです、話が。ですから、そういう点でいけば、今市長の答弁

の中でそういう話いただいて、その親がやっぱり自分の子供に背中を見せるのだという感

覚があってこういう質問になりました。 

 でも、やっぱり正直言って、全体の方が、大方の方が、やっぱり今の政策を支持してい

ます。ですから、もう一つお願いしたいのは、今市長が言われましたように、やっぱりそ

ういう教育というのを追求していってほしいのです。しっかりと、学校教育には、先生に

お願いして。そして、やっぱり子供のうちだと幾つぐらいからそのことが理解できるかど

うかわかりませんけども、それはやっぱり子供に口酸っぱくして言わない限りはそれがや

っぱり身についていきませんから、そして将来的には地元の農業を守るとか食料を守ると

かという政策になっていきませんから、ぜひともそういうことをお願いしたいと思います。 

 私のほうからは、以上で質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

◎議長（谷津邦夫氏）  以上で、澤田議員の質問を終わります。 

 これをもちまして、通告のあった質問は全て終了いたしました。 

 ここで、暫時休憩に入ります。１５分、再開いたします。 

休憩 午後 ３時００分   

再開 午後 ３時１５分   

◎議長（谷津邦夫氏）  休憩を解き、会議を再開します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５ 例月出納検査報告について（監報第４号） 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  日程の５ 監報第４号例月出納検査報告についてを議題とします。 

 本報告については、文書御配付のとおりでありますので、口頭報告を省略し、直ちに質

疑に入ります。 

 質疑のある方は、発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質疑ないようですから、監報第４号例月出納検査報告については、

報告済みとします。 

──────────────────────────────────── 
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◎日程第６ 報告第２６号及び報告第２７号について 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  日程の６ 報告第２６号及び報告第２７号についてを一括議題と

します。 

 本報告については、議会運営委員会及び総合常任委員会の所管事項調査であり、文書御

配付のとおりでありますので、口頭報告を省略し、直ちに質疑に入ります。 

 質疑のある方は、発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質疑ないようですから、質疑を終了し、報告第２６号及び報告第

２７号については、報告済みとします。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第７ 報告第２８号 総合常任委員会行政視察報告について 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  日程の７ 報告第２８号総合常任委員会行政視察報告についてを

議題とします。 

 本件に関し、委員長の報告を求めます。 

 武田委員長、登壇願います。 

（総合常任委員会委員長武田悌一氏 登壇） 

◎総合常任委員会委員長（武田悌一氏）  第３回定例会で議決をいただきました行政視察

について、１１月１３日から１５日までの日程で調査を行いましたので報告いたします。 

 三笠市は、今回、９月２４日に日本ジオパークの認定を受け、「三笠ジオパーク」が誕

生しましたところでありますが、今日まで培われてきた歴史や大地の遺産を活用した地域

の特色あるまちづくりを推進するため、さまざまな活動を通じジオパークの認定を目指し

ていたことから、今回の行政視察については、「ジオパークによるまちづくり」という

テーマのもとに調査を行い、今後の三笠市のまちづくりを参考とするため、視察を実施し

ました。 

 また、今回の視察に際して、担当する所管から２名の職員が同行していただき、改めて

感謝申し上げるところであります。 

 視察先については、新潟県糸魚川市の「糸魚川ジオパーク」と、埼玉県秩父市の「ジオ

パーク秩父」の２カ所であります。 

 以下、視察項目につきまして報告いたします。 

 最初に、新潟県糸魚川市は、平成２５年３月末現在で人口４万６,７５１人、高齢化率

３４.３％であります。平成１７年３月１９日に１市２町が合併し、現在の糸魚川市とな

っております。糸魚川市には、２つの国立公園と３つの県立公園があり、起伏に富んだ

山々が織りなす景観に魅了され、また貴重な高山植物の宝庫として、毎年多くの観光客が

訪れております。 
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 糸魚川ジオパークは、平成２０年に日本ジオパークに認定され、翌年の平成２１年には

日本初の世界ジオパークに認定されています。糸魚川市の取り組みは早く、昭和６２年か

ら地質資源をまちづくりに取り入れ、世界に先駆け、平成３年には、見どころとなる場所

を「ジオパーク」と呼んでおり、その後、点在する合併前の地域資源を一体化させるため

に、ジオパークの認定に向けた取り組みを行ったとのことであります。 

 ジオパーク認定前の観光客が約４万人であったのに対し、認定後は６万人にふえ、修学

旅行も５件程度であったものが３０件以上にふえたとのことであります。また、糸魚川市

のジオパークに対する予算措置は、人件費を含め約１億１,０００万円程度で、経済波及

効果としては約２億６,０００万円程度と試算していました。 

 次に、埼玉県秩父市は、平成２５年３月末現在で人口６万７,４５１人、高齢化率２

８％であります。平成１７年４月１日に１市１町２村が合併し、現在の秩父市となってお

ります。秩父市には、日本三大曳山祭に数えられる「秩父夜祭」が毎年１２月に開催され、

３０万人以上の観光客が訪れるほか、近年、羊山公園に植栽した芝桜の見学に５８万人以

上の花見客が訪れています。 

 ジオパーク秩父は、平成２３年に日本ジオパークに認定され、秩父市単独ではなく１市

４町で秩父地域として広域で取り組んでいます。 

 秩父市は、ジオパークの認定に向け取り組んだ際、地質学的には十分であるが、地域に

どのように活かしているかが足りないとのことから、一度不認定となりましたが、認定さ

れたことにより、「ジオパーク」という冠がついたことで、行政視察や研修、テレビ取材

などがふえたとのことであります。 

 ジオパーク秩父の運営に要する経費は、現在総務省が行っている定住自立圏構想の推進

に関する補助金約４００万円程度で行っており、ジオパークで整備する看板は、１市４町

全て同じデザインで統一されていますが、その経費も補助金で賄われています。その他の

国や県からの補助金で、ＳＬを使ったモニタージオツアー「ジオ鉄」などの各種の事業を

行っていました。 

 今回の行政視察の総括として、これからジオパークを推し進めていくためには、市民の

認識不足を解消し、認知度を向上させていくことがまず必要ではないかと思いました。秩

父市においては、市職員にも浸透していない部分もあり、「いまさら聞けないジオパー

ク」と題して講演会も実施しており、糸魚川市の「ジオ給食の日」など工夫を凝らした継

続的な周知活動が必要であることを実感したところであります。 

 また、いずれの市も、ジオパークを学校教育、社会教育に取り込んでおり、当市もさら

なる充実と「三笠らしさ」を織りまぜていかなければならないと感じました。 

 そして、ジオパークとして認定され、これから実際に進めていく上では、ジオツアーな

どのガイドを初めとする人材の育成が急務であると感じました。糸魚川市では、ジオパー

クの魅力を紹介できることを目的に講座を受講した宿泊施設や飲食店の方がジオパークマ

スターとして活躍しています。魅力のあるジオパークであっても、その魅力を正しく、わ
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かりやすく、そして楽しく伝えられる人材がいなければ、さらなる進展は難しく、ガイド

を含めジオパークにかかわる人材の育成は、当面の課題であると感じたところであります。 

 また、ジオパークごとにまちの歴史・文化、人口や財政規模に差があり、さらにはまち

づくりにおけるジオパークの位置づけにも差があり、糸魚川市では市費を投じている一方、

秩父市においては補助金の範囲内で運営をしており、どの程度の投資を行うかが今後の大

きな課題であることを再認識しました。当市の体力に見合い、かつ魅力のあるジオパーク

とするため、どの程度の投資が適当か、そして商工業や農業など関係団体と協力して、商

店や飲食店などが広く参画でき、経済をジオパークと連動させ発展する取り組みを、市民

の意見を聞きながら議論を進めていかなければならないと感じたところであります。 

 最後に、いずれの市も行政が主導となってジオパークを推進していますが、最終的に経

済発展につなげていくため、産業部門の部に専門の職員を配置していました。このことは、

ジオパークの普及、発展そして再認定に向けた取り組みの難しさが反映されているものと

思い、当市においても検討の必要性を感じたところであります。 

 今回の調査において、地質の重要性、教育への活用、観光を通じた経済発展など、共通

の考え方のものもあれば、ガイド養成の手法、予算のあり方など、地域に合わせた考え方

を知ることができ、今後「三笠ジオパーク」を進めていく上で大変有意義な視察でありま

した。 

 以上、三笠市議会基本条例第１２条第４項の規定により、総合常任委員会行政視察につ

いて報告申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  これより、委員長報告に対する質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質疑ないようですから、質疑を終了し、報告第２８号総合常任委

員会行政視察報告については、報告済みとします。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第８ 報告第２９号 まちづくり調査特別委員会報告について 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  続いて、日程の８ 報告第２９号まちづくり調査特別委員会報告

についてを議題とします。 

 本件に関し、委員長の報告を求めます。 

 丸山委員長、登壇願います。 

（まちづくり調査特別委員会委員長丸山修一氏 登壇） 

◎まちづくり調査特別委員会委員長（丸山修一氏）  まちづくり調査特別委員会委員長報

告を行います。 

 平成２３年第２回臨時会で決議設置されました「まちづくり調査特別委員会」について、

平成２５年第３回定例会で報告した以降の調査結果を御報告いたします。 

 この委員会は、議長を除く全議員による委員会で調査を行っておりますので、質疑と答
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弁等、内容の詳細は省略させていただきますので、御了承願いたいと思います。 

 さて、第３回定例会以降、１１月２１日に開催しました委員会では、「東清住地区養豚

場からの悪臭に関する対応について」提示のあった資料をもとに、調査を行いました。 

 初めに、東清住地区養豚場からの悪臭に関する対応についての調査では、１点目、これ

までの経過について、２点目、悪臭対策の内容と経過について、３点目、株式会社カーサ

の経営状況について調査をしました。 

 以上をもちまして、本委員会の調査結果についての御報告とさせていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

◎議長（谷津邦夫氏）  これより、委員長報告に対する質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質疑ないようですから、質疑を終了し、報告第２９号まちづくり

調査特別委員会報告については、報告済みとします。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第９ 報告第３０号 三笠市市営住宅設置条例の一部を

改正する条例の専決処分の報告について 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  日程の９ 報告第３０号三笠市市営住宅設置条例の一部を改正す

る条例の専決処分の報告についてを議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。 

 市長。 

（市長小林和男氏 登壇） 

◎市長（小林和男氏）  報告第３０号三笠市市営住宅設置条例の一部を改正する条例の専

決処分について、報告申し上げます。 

 今回の改正は、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律の一部を改正す

る法律の公布に伴い、必要な改正を行うものであります。 

 改正の内容は、本条例第６条において引用している法律の名称を改めるものであります。 

 施行期日は、平成２６年１月３日であります。 

 議会の委任よる専決処分事項の指定について第４項の規定により、１１月１日付で専決

処分を行ったものであります。 

 以上、報告といたしますので、御理解くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  これより、報告第３０号について質疑に入ります。 

 質疑のある方は、発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質疑ないようですから、質疑を終了し、報告第３０号三笠市市営

住宅設置条例の一部を改正する条例の専決処分の報告については、報告済みとします。 
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──────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第６０号から議案第６２号までについて 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  日程の１０ 議案第６０号から議案第６２号までについてを一括

議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。 

 市長。 

（市長小林和男氏 登壇） 

◎市長（小林和男氏）  議案第６０号三笠市職員再任用条例の制定から、議案第６２号三

笠市水道事業及び下水道事業の剰余金の処分等条例の制定まで、一括して提案説明申し上

げます。 

 最初に、議案第６０号三笠市職員再任用条例の制定についてでありますが、本条例の制

定は、地方公務員法及び地方公務員法等の一部を改正する法律の規定に基づき、職員の再

任用に関する事項を定めるものであります。 

 制定の内容は、再任用の対象者、任期等について定めるほか、本条例の制定に伴い、三

笠市職員定年等条例ほか関係条例の一部を改正するものであります。 

 施行期日は、平成２６年１月１日であります。 

 次に、議案第６１号三笠市暴力団排除条例の制定についてでありますが、本条例は、北

海道などと連携して暴力団を排除し、市民が安全で平穏な生活を確保するとともに、社会

経済活動の健全な発展及び青少年の健全な育成に寄与することを目的として制定するもの

であります。 

 制定の内容は、基本理念、市の責務と市民等の責務、暴力団の排除に関する施策等を定

めるものであります。 

 施行期日は、平成２６年４月１日であります。 

 最後に、議案第６２号三笠市水道事業及び下水道事業の剰余金の処分等条例の制定につ

いてでありますが、本条例の制定は、地方公営企業法の規定に基づき、三笠市水道事業及

び下水道事業における剰余金の処分及び欠損金の処理について、必要な事項を定めるもの

であります。 

 制定の内容は、毎事業年度に生じた利益及び資本剰余金の処分、欠損の処理の方法等に

ついて定めるものであります。 

 施行期日は、平成２６年４月１日であります。 

 以上、議案第６０号から議案第６２号まで一括して提案説明といたしますので、御審議

くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  これより、議案第６０号から議案第６２号までについてを一括質

疑に入ります。 
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 質疑のある方は、発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質疑ないようですから、質疑を終了します。 

 ただいま議題となっております議案第６０号から議案第６２号までについては、総合常

任委員会に付託します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 議案第６３号から議案第６８号までについて 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  日程の１１ 議案第６３号から議案第６８号までについてを一括

議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。 

 市長。 

（市長小林和男氏 登壇） 

◎市長（小林和男氏）  議案第６３号三笠市税条例の一部を改正する条例の制定から議案

第６８号三笠市水道給水条例及び三笠市下水道条例の一部を改正する条例の制定まで、一

括して提案説明申し上げます。 

 最初に、議案第６３号三笠市税条例の一部を改正する条例の制定についてでありますが、

今回の改正は、地方税法等の一部改正に伴い、必要な改正を行うものであります。 

 改正の内容は、個人住民税における公的年金からの特別徴収制度について、医療費控除

等の増により住民税が減額となった場合、その後の徴収額に不均衡が生じていたものを平

準化するよう改正するとともに、金融商品に係る損益通算範囲の拡大、公社債等に対する

課税方式の変更等を行うものであります。 

 施行期日は、日本年金機構などの年金保険者において大規模なシステム改修が必要とな

ることや、広く市民周知を図るため、年金個人住民税の公的年金からの特別徴収制度の見

直しは平成２８年１０月１日、金融商品に係る損益通算範囲の拡大、公社債等に対する課

税方式の変更は平成２９年１月１日、改正に伴う経過措置は平成２８年１月１日でありま

す。 

 次に、議案第６４号三笠市公民館設置条例等の一部を改正する条例の制定についてであ

りますが、今回の改定は、平成２６年４月から消費税が引き上げられることに伴う使用料

及び手数料の改正、並びに平成２５年４月の改正を見送ったものについて、実情に合った

見直しを行い、市民負担の公平性と適切な受益者負担となる使用料率に改めるものであり

ます。 

 使用料及び手数料の見直しに当たっては、従来と同様に基本的な考え方として、施設等

の性格を考慮し、「特定の者が使用する施設、または独立採算制を維持すべき施設」につ

いては、建設費及び施設管理費などの施設に係る経費を総原価とし、「不特定多数の者が
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使用する施設、あるいは観光、教育の振興または福祉等の施設」については、建設費、維

持補修費の５０％を租税で負担する総原価として算定するものであります。 

 また、「使用料及び手数料が法令で定められているもの」及び「法令等を参考に使用料

及び手数料率を定めるもの」については、法令または近隣自治体等を参考に改めるもので

あります。 

 以上の考え方により算定し、現行使用料と比較して基礎数値が３％以上の格差のある使

用料については、引き上げ率３％を上限として設定し、以下原価による基礎数値の割合に

より、段階的に見直したものであります。 

 その結果、使用料については１９件、手数料については１件改定するもので、今回の引

き上げ影響額を１３４万円と見込むものであります。 

 改定の内容は、使用料等の項目及び額等について三笠市公民館設置条例ほか１１条例を

一括して整備を行うものであります。 

 施行期日は、平成２６年４月１日であります。 

 次に、議案第６５号三笠市保育所設置条例の一部を改正する条例の制定についてであり

ますが、今回の改正は、昭和５０年に開設し、平成１２年から休止しておりました弥生保

育所を廃止するため、必要な改正を行うものであります。 

 改正の内容は、本条例中、「弥生保育所」に係る文言の削除等を行うものであります。 

 施行期日は、平成２６年１月１日であります。 

 次に、議案第６６号三笠市国民健康保険条例等の一部を改正する条例の制定についてで

ありますが、今回の改正は、地方税法の一部改正に伴い、必要な改正を行うものでありま

す。 

 改正の内容は、国民健康保険料等における延滞金及び還付加算金について、平成２５年

度の税制改正における現下の低金利の状況等を踏まえ、国の延滞税が引き下げられたこと

から、それに準じた措置を講じるものであります。 

 なお、本条例の制定により、三笠市国民健康保険条例ほか５条例の整備を一括して行う

ものであります。 

 施行期日は、平成２６年１月１日であります。 

 次に、議案第６７号三笠市看護師修学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定につい

てでありますが、今回の改正は、看護師の育成を図り、人員を確保するため、修学資金の

貸し付け対象者を見直すことから、必要な改正を行うものであります。 

 改正の内容は、通信制の看護師学校へ進学を希望している准看護師を貸し付け対象者に

加え、貸付限度額を５万円と定めるものであります。 

 施行期日は、平成２６年１月１日であります。 

 最後に、議案第６８号三笠市水道給水条例及び三笠市下水道条例の一部を改正する条例

の制定についてでありますが、今回の改正は、平成２６年４月から消費税が引き上げられ

ることに伴い、水道料金及び下水道使用料について、必要な改正を行うものであります。 
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 改正の内容は、水道料金及び下水道使用料の消費税及び地方消費税を５％から８％に改

正するものであります。 

 施行期日は、平成２６年４月１日であります。 

 以上、議案第６３号から議案第６８号まで一括して提案説明申し上げますので、よろし

く御審議くださいますようお願いいたします。 

◎議長（谷津邦夫氏）  これより、議案第６３号から議案第６８号までについてを一括質

疑に入ります。 

 質疑のある方は、発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質疑ないようですから、質疑を終了します。 

 ただいま議題となっております議案第６３号から議案第６８号までについては、総合常

任委員会に付託します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 議案第６９号 三笠市過疎地域自立促進市町村

計画の一部変更について 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  日程の１２ 議案第６９号三笠市過疎地域自立促進市町村計画の

一部変更についてを議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。 

 市長。 

（市長小林和男氏 登壇） 

◎市長（小林和男氏）  議案第６９号三笠市過疎地域自立促進市町村計画の一部変更につ

いて、提案説明申し上げます。 

 今回の変更は、平成２５年度における桂沢湖周辺景観整備事業ほか５事業の実施に際し、

財源として有利な過疎債を適用することに伴い、現計画の一部変更が必要なため、過疎地

域自立促進特別措置法第６条第７項の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 以上、提案説明といたしますので、御審議くださいますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  これより、議案第６９号について質疑に入ります。 

 質疑のある方は、発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質疑ないようですから、質疑を終了します。 

 ただいま議題となっております議案第６９号については、総合常任委員会に付託します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１３ 議案第７０号 指定管理者の指定について 
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──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  続いて、日程の１３ 議案第７０号指定管理者の指定についてを

議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。 

 市長。 

（市長小林和男氏 登壇） 

◎市長（小林和男氏）  議案第７０号指定管理者の指定について、提案説明申し上げます。 

 今回の指定は、当市の公の施設のうち、現在指定管理者が管理を行っている施設につい

て、引き続き同制度による管理を行うため、指定管理者の指定を行うものであります。 

 指定管理者の指定に当たっては、公の施設指定管理者選定委員会において、各施設の選

定基準による審査項目により団体を評価し、候補者の選定を行ったところであります。 

 まず、三笠市デイサービスセンター、三笠市養護老人ホーム及び三笠市特別養護老人

ホーム等の社会福祉施設は、現在の指定管理者である三笠市社会福祉事業団を選定したも

のであります。 

 次に、三笠鉄道村、ファミリーランドみかさ遊園、三笠市桂沢山の家及び三笠市スキー

リフトにつきましては、現在の指定管理者である三笠振興開発株式会社を選定したもので

あります。 

 最後に、三笠市市営住宅集会所につきましては、現在の指定管理者である榊町集会室運

営委員会ほか５つの運営委員会を選定したものであります。 

 指定期間は、平成２６年４月１日から平成３０年３月３１日までとするものであります。 

 これら、指定管理者選定委員会の結果を踏まえ、以上１６施設の指定管理者をそれぞれ

指定いたしたく、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるも

のであります。 

 以上、提案説明といたしますので、よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

◎議長（谷津邦夫氏）  これより、議案第７０号について質疑に入ります。 

 質疑のある方は、発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質疑ないようですから、質疑を終了します。 

 ただいま議題となっております議案第７０号については、総合常任委員会に付託します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１４ 議案第７１号から議案第７６号までについて 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  日程の１４ 議案第７１号から議案第７６号までについてを一括

議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 
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 市長、登壇願います。 

 市長。 

（市長小林和男氏 登壇） 

◎市長（小林和男氏）  議案第７１号平成２５年度三笠市一般会計補正予算（第５回）か

ら議案第７６号平成２５年度市立三笠総合病院事業会計補正予算（第２回）まで、一括し

て提案説明申し上げます。 

 最初に、議案第７１号平成２５年度三笠市一般会計補正予算（第５回）についてであり

ますが、今回の補正は、既定予算額８７億５,０２８万円に３億２,９４０万１,０００円

を追加し、予算の総額を９０億７,９６８万１,０００円とするものであります。 

 まず、歳出でありますが、総務費では、土地開発公社の健全化方針による用地取得とし

て、ダム事業所用地等の取得費を措置するほか、公債費負担適正化計画に基づく減債基金

への積み立てと指定寄附による目的基金への積み立てを措置するものであります。 

 また、不用公共施設の除却事業費を措置するほか、今回の補正で発生する一般財源の余

剰金について、備荒資金組合へ超過納付するものであります。 

 民生費では、障害者総合支援法の施行により、必要なシステム改修費などを措置するほ

か、市民会館大ホールの座席改修にかかわる整備事業費を措置するものであります。 

 また、弥生市民センターの修繕費用を措置するほか、保育所負担金納付者の所得増など

に伴い、保育所負担金助成事業費を増額するものであります。 

 衛生費では、ヒブワクチンなどの定期接種化に伴う事業費の整理を行うものであります。 

 教育費では、教育センターのボイラー電源制御盤の修繕費用を措置するほか、教員用パ

ソコンの整備事業費を措置するものであります。 

 また、給食センターの修繕費用等を措置するほか、温水プールに係る修繕費用を措置す

るものであります。 

 職員費では、国からの要請に基づく給与削減及び人事異動などに伴い、職員給与費を減

額整理するものであります。 

 その他、各款にわたり、電気料金の引き上げ及び燃料単価の高騰に伴い不足する費用を

措置するほか、事業費等の執行に伴う予算整理を行うものであります。 

 一方、歳入については、新たな事業に係る財源のほか、過疎債ソフト事業分の財源更生

や事業費整理に伴う市債などを整理し、歳出関連の特定財源１億８６７万円を増額するほ

か、一般財源については、地方交付税や臨時財政対策債の増額分を計上するものでありま

す。 

 債務負担行為の補正については、平成２２年度から指定管理を行っている養護老人ホー

ムなどの福祉施設及び鉄道村などの観光施設について、今後も継続して指定管理を行うほ

か、高齢者バス利用助成事業について、円滑な実施ができるよう早期に取り組む必要があ

ることから追加するものであります。 

 地方債の補正については、過疎債ソフト事業分などを追加するほか、対象事業の執行に
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伴う整理を行うものであります。 

 次に、議案第７２号平成２５年度三笠市国民健康保険特別会計補正予算（第２回）につ

いてでありますが、今回の補正は、既定予算額１９億６,１６５万１,０００円に１７５万

円を追加し、予算の総額を１９億６,３４０万１,０００円とするものであります。 

 まず、歳出でありますが、療養給付費等国庫負担金及び財政調整国庫交付金の精算還付

の増に伴い、増額措置するものであります。 

 一方、歳入でありますが、療養給付費等負担金及び平成２４年度一般会計繰入金の精算

に伴い繰入金を増額するとともに、国民健康保険基金の一部を取り崩しするものでありま

す。 

 次に、議案第７３号平成２５年度三笠市介護保険特別会計補正予算（第２回）について

でありますが、今回の補正は、既定予算額１４億１,５３３万１,０００円から２０９万

２,０００円を減額し、予算の総額を１４億１,３２３万９,０００円とするものでありま

す。 

 まず、歳出でありますが、総務費及び地域支援事業費について、国からの要請に基づき

給料の削減措置をするほか、保険給付費では各サービス費の所要見込み額の整理を行うも

のであります。 

 一方、歳入については、総務費及び地域支援事業費の特定財源として、国・道支出金な

どを減額措置するものであります。 

 次に、議案第７４号平成２５年度三笠市水道事業会計補正予算（第２回）について、提

案説明申し上げます。 

 まず、収益的収入支出について、収益的収入では、使用水量の増に伴い、給水収益等を

増額措置するほか、一般会計補助金及び配水管移設補償金を減額措置し、収益的収入の総

額を３億１,６６６万４,０００円とするものであります。 

 一方、収益的支出では、原水及び浄水費等を増額するとともに、人事異動に伴う職員給

与費等を予算整理により減額し、収益的支出の総額を２億９,１５８万８,０００円とする

ものであります。 

 この結果、収入支出差し引きの損益額は２,５０７万６,０００円の利益になる予定であ

ります。 

 また、資本的収入支出でありますが、資本的収入については、建設改良費の整理に伴い

企業債を減額するものであります。 

 一方、資本的支出については、入札執行により、建設改良費全般を減額整理するもので

あり、資本的支出の総額を２億４,１４４万円とするものであります。 

 この結果、資本的収入支出差し引きによる不足額は、１億５,２６４万円となり、これ

に伴う補填財源として、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額及び過年度分損

益勘定留保資金で補填するものであります。 

 次に、企業債については、歳入補正に係る限度額の整理を行うものであります。 
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 次に、議案第７５号平成２５年度三笠市下水道事業会計補正予算（第１回）についてで

ありますが、まず収益的収入支出について、収益的収入では、使用水量の増加により下水

道使用料等を増額するほか、他会計負担金等を減額するものであり、収益的収入の総額を

５億１,２９７万４,０００円とするものであります。 

 一方、収益的支出でありますが、人事異動に伴う職員給与費等の整理により、総係費等

を増額するほか、普及促進費、支払利息等を予算整理により減額するものであり、収益的

支出の総額を５億７４４万９,０００円とするものであります。 

 この結果、収入支出差し引きの損益額は５５２万５,０００円の利益となる予定であり

ます。 

 また、資本的収入支出でありますが、資本的収入については、受益者負担金を増額する

ほか、企業債等を減額し、資本的収入の総額を２億６,６６２万２,０００円とするもので

あります。 

 一方、資本的支出については、入札執行により建設改良費を減額整理し、資本的支出の

総額を５億２,２８１万４,０００円とするものであります。 

 この結果、資本的収入支出差し引きによる不足額は、２億５,６１９万２,０００円とな

り、これに伴う補填財源として、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年

度分損益勘定留保資金及び当年度分損益勘定留保資金で補填するものであります。 

 次に、企業債については、歳入補正に係る限度額の整理を行うものであります。 

 また、債務負担行為については、三笠浄化センター等の維持管理事業について、引き続

き包括的民間委託を行うためのものであります。 

 最後に、議案第７６号平成２５年度市立三笠総合病院事業会計補正予算（第２回）につ

いてでありますが、今回の補正は、経常費及び事業費における予算整理を行うほか、財務

会計システムの更新に関する債務負担行為を追加するものであります。 

 まず、収益的収入支出でありますが、収入において、患者数の減少に伴い、入院収益及

び外来収益を減額することにより、収入総額を２１億５,１９３万６,０００円とするもの

であります。 

 一方、支出については、国の要請に基づく給与削減に伴う人件費の整理のほか、患者数

の減少に伴い材料費を減額することにより、支出総額を２３億１,４１５万５,０００円と

するものであります。 

 この結果、１億６,２２１万９,０００円の経常損失が生じる見込みであります。 

 次に、資本的支出でありますが、建設改良費について、入札結果に基づき整理するとと

もに、看護師修学資金貸付金及び企業債償還金を整理するものであります。 

 また、債務負担行為の追加については、財務会計システムの更新に関し、平成２６年４

月１日から使用できるよう、平成２６年度から平成３０年度までの５年間分について、平

成２５年度中に賃貸借契約を締結するため、補正を行うものであります。 

 以上、議案第７１号から議案第７６号まで一括して提案説明といたしますので、御審議
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くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

◎議長（谷津邦夫氏）  これより、議案第７１号から議案第７６号までについて一括して

質疑に入ります。 

 質疑のある方は、発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質疑ないようですから、質疑を終了します。 

 ただいま議題となっております議案第７１号から議案第７６号までについては、総合常

任委員会に付託します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  最後に、日程の１５ 諮問第２号人権擁護委員候補者の推薦につ

いてを議題とします。 

 市長から提案理由の説明を求めます。 

 市長、登壇願います。 

 市長。 

（市長小林和男氏 登壇） 

◎市長（小林和男氏）  諮問第２号人権擁護委員候補者の推薦について、提案説明申し上

げます。 

 法務大臣から委嘱されています人権擁護委員小林誠氏の平成２６年３月３１日付任期満

了に伴い、その後任候補者として、新たに光主誠氏を推薦いたしたく、人権擁護委員法第

６条第３項の規定により議会の意見を求めるものであります。 

 光主誠氏は、昭和２４年１０月２０日生まれで６４歳、住所は、三笠市柏町４３８番地

の４であります。 

 同氏は、平成１１年１月から平成１５年６月まで三笠市防火管理安全協会会長、平成２

２年４月から平成２５年４月まで三笠消費者協会会長を歴任され、現在に至っております。 

 人格、識見等から人権擁護委員として適任であると考えますので、御答申くださいます

よう、よろしくお願い申し上げます。 

◎議長（谷津邦夫氏）  これより、質疑に入ります。 

 質疑のある方は、発言願います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  質疑ないようですから、質疑を終了します。 

 お諮りします。 

 本案について、討論を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  御異議なしと認め、討論を省略することに決定しました。 
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 続いて、お諮りします。 

 本案については、推薦に可とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  御異議なしと認めます。 

 諮問第２号人権擁護委員候補者の推薦については、可と答申することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎休 会 の 議 決 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  休会についてお諮りします。 

 議事の都合により、１２月１３日から１２月１８日までの６日間、休会したいと思いま

す。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（谷津邦夫氏）  御異議なしと認めます。 

 １２月１３日から１２月１８日までの間、休会することに決定しました。 

 以上をもちまして、本日の日程は全て終了しました。 

──────────────────────────────────── 

◎散 会 宣 告 

──────────────────────────────────── 

◎議長（谷津邦夫氏）  本日は、これをもちまして散会します。 

 御苦労さまでした。 

散会 午後 ３時５８分   
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